
キタの
社会福祉
事業史

We cannot do great things. 
But we can do small things
 with great love.
私たちは

この世で大きいことは

できません

小さなことを

大きな愛をもって

おこなうだけです

社会福祉
先駆的

編 集 後 記

史

会心の一撃！　今号を「神号」に認定したい！　天六にあった日本初の公営セツルメント施設「北市民館」の「北保育所」で育ち、キタの福祉で育った僕が太鼓
判を押します（笑）　特に巻末の「キタの社会福祉事業史」を見てほしい。キタの福祉が凝縮された圧巻のページ！　大阪のキタといえば梅田のネオンやキラキ
ラしたまち並みが思い浮かぶでしょ？　じつはその昔、キタは「福祉の最前線基地」やったんですよ。前述した志賀志那人が取り組んだ「北市民館」もあったし、
池上雪枝は感化院で「悪ガキも教育次第！」と奮闘したし、小林佐兵衛の授産場では「働いてこそ一人前や！」と手に職を付けさせて、大塩平八郎は「このまま
じゃアカン！」と困窮者のために乱まで起こし、本庄公設市場や産院では腹も命も満たしてたんですわ。これ、ぜ～んぶキタの話なんですよ。それくらいキタは
社会福祉事業の先駆的なエリアやったんです。今号でキタの新たなアイデンティティーが見えたのでは？と思うとります～！（西野仁）　

https://tsuhimabu.com/
バックナンバー読めるよ！

つひまぶ
web

「つひまぶ」では、編集メンバーを随時募集しています。興味がある方は、Facebook ページ「つひまぶ」までご連絡ください。

キタを愛する人たちのための、キタを再発見するマガジン。ネットに載らない情報テンコ盛り。キタを愛する人たちのための、キタを再発見するマガジン。ネットに載らない情報テンコ盛り。
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年表作成・文／つひまぶ編集長　浅香保ルイス龍太

全
国
に
先
駆
け
た

キ
タ
の
社
会
福
祉
事
業
の
歴
史

全
国
に
先
駆
け
た

キ
タ
の
社
会
福
祉
事
業
の
歴
史

大塩平八郎の乱
淀川大洪水／明治維新

小林佐兵衛の困窮者支援
池上雪枝が池上感化院開設
小林佐兵衛が小林授産場開設

大阪朝日新聞が淀川大洪水の災害義援金を募る（災害義援金の嚆矢）

北の大火／
大阪毎日新聞慈善団設立／恩賜財団済生会設立

小林授産場が財団法人弘済会に売却される

済生会大阪府病院開設
大阪府、方面委員（後の民生委員）制度創設／全国で米騒動／スペイン風邪
大阪市営住宅供給開始／本庄公設市場開設
佐伯祐正が光徳寺善隣館（前身）開設／本庄産院開設
北市民館開設／堀川乳児院開設
初の点字新聞「點字大阪毎日」発刊

弘済会、保育所で隣保事業

大阪大空襲／大阪戦災復興委員会設置
市民案内所開設／日本国憲法公布
保育所でララ物資による給食実施
大淀区社会福祉協議会設立／梅田厚生館開設

大阪市社会福祉協議会設立／日米安保条約締結
北市民館閉館
大阪市シルバーセンター開設
バブル経済崩壊

大阪市地域福祉計画策定
市内 24区でアクションプラン策定
児童虐待防止オレンジリボンキャンペーン／年越派遣村開設
東日本大震災

1837（天保8）
1868（明治元）
1872（明治 5）

1877（明治 10）
1882（明治15）

1883（明治16）
1885（明治18）
1885（明治18）
1894（明治 27）

1897（明治 30）
1903（明治 36）

1904（明治 37）
1909（明治42）
1911（明治44）
1912（大正元）
1914（大正 3）

1916（大正5）
1918（大正7）
1919（大正8）

1920（大正9）
1921（大正10）
1922（大正11）
1925（大正 14）
1929（昭和 4）
1931（昭和 6）
1933（昭和8）
1934（昭和 9）
1937（昭和 12）
1941（昭和 16）
1945（昭和20）
1946（昭和21）
1948（昭和 23）
1949（昭和24）
1950（昭和 25）
1951（昭和26）
1982（昭和57）
1984（昭和 59）
1991（平成 3）
1994（平成 6）
1995（平成 7）
2004（平成 16）
2006（平成 18）
2008（平成 20）
2011（平成 23）
2014（平成 26）
2016（平成 28）

2018（平成 30）
2020（令和 2）
2021（令和 3）
2024（令和 6）

1833（天保 4）
593（推古元）

芸娼妓解放令
博愛社（のち日本赤十字社） 設立

日清戦争
大阪市第１次市域拡張

第 5回内国勧業博覧会（大阪）
日露戦争

石井十次が大阪初の保育所「愛染橋保育所」を開設

第１次世界大戦

第２次市域拡張／大大阪記念博覧会開催
世界恐慌
満州事変

室戸台風
日中戦争
太平洋戦争

ジェーン台風

子どもの権利条約批准
阪神淡路大震災／オウム真理教

消費税８％に改定
ヘイトスピーチ解消法
大阪府北部地震／西日本豪雨
新型コロナウイルス／東京オリンピック・パラリンピック延期
東京オリンピック・パラリンピック開催
令和６年能登半島地震

天保の大飢饉
四天王寺に窮民を世話する悲田院開設

悲田院　今から 1400
年以上前、聖徳太子の四
天王寺創建にあたり、悲
田院、施薬院、療病院、
敬田院で構成される慈悲
救済の場「四箇院の制」
が創設された。悲田院は、
病に苦しむ人々や身寄り
のないお年寄りや子ども
たちのための社会福祉施
設にあたり、施薬院、療
病院は医療機関にあた
る。敬田院は寺院そのも
の。仏教では、すべての
人が平等であり、かけが
えのない存在なのだ。

博愛社　1877 年の西南戦争
のさなかに設立された救護団
体。日本政府がジュネーブ条
約（赤十字条約）に加入した
のを機に日本赤十字社に改称。
世界で19番目の赤十字社とし
て正式に認められた。

愛染橋保育所（岡山孤児院附属愛染橋保育所並びに
同夜学校）　1909年にキリスト教徒で社会事業家の石井
十次によって日本橋に設立された、大阪で最初の保育所。幼児がいるために
働けない貧困者の救済と、貧困ゆえに通学できない子どものための夜学校。

梅田厚生館　戦時中の 1945 年、大阪市は大阪駅構
内に「大阪市立戦時相談所」を設け、疎開先の紹介、
罹災者の生活相談などをおこなった。8 月の終戦に伴い
「大阪市立市民案内所」と改称し、混乱した終戦直後の
市民生活の相談を受けた。 その後「梅田厚生館」を開設。
住居のない要保護者の一時入所措置をおこなった。

子どもの権利条約　「児童の権利に関する条約（子どもの権利条約）」は、子どもの基本的人
権を国際的に保障するために定められた条約。18 歳未満を「子ども」と定義し、世界のすべて
の子どもたちに、自らが権利を持つ主体であることを約束している。1989 年の第 44 回国連総
会において採択され、1990年に発効。日本は1994年に批准した。

東京パラリンピック 手話エンター
テイメント発信団「oioi（オイオイ）」は、
2021 年、東京パラリンピックの開会
式に出演した。

ヘイトスピーチ解消法　・特定の民族や国籍の人々を、
合理的な理由なく、一律に排除・排斥することをあおり立
てるもの（「○○人は出ていけ」「祖国へ帰れ」など）
・特定の民族や国籍に属する人々に対して危害を加えるとす
るもの（「○○人は殺せ」「○○人は海に投げ込め」など）
・特定の国や地域の出身である人を、著しく見下すような内
容のもの（特定の国の出身者を差別的な意味合いで昆虫や
動物に例えるものなど）
などは決してあってはならない。
多様性が尊重され、不当な差別や偏見のない成熟した共生
社会の実現を目指すうえで、こうした言動は許されるもの
ではない。
民族や国籍等の違いを認め、互いの人権を尊重し合う社会
をともに築こう。

本庄産院　大阪市初の産婦
人科専門施設として 1920 年
に中崎の浄方寺北側に開設。
食費以外は基本無料という社
会福祉政策のひとつだった。
境内には赤ちゃんの産声が響
き渡ったという。1933 年、扇
町に移転。

方面委員　現在の民生委員のルーツ。
「方面」とは「地域」のこと。各委員は訪
問調査にて世帯状況を把握し、支援が必
要な人は迅速に救済機関につないだ。

（市立）堀川乳児院　1921年、扇町に設立された堀川
乳児院では低所得者の 2歳以下の乳児の保育をおこなって
いた。保育時間は 6 時～18 時。3 時間おきに牛乳を 3 回
飲ませ、送迎時に母乳を飲ませる混合栄養で栄養障害（下
痢）を防止。外来の小児科診療所を持ち、感染の恐れのな
い病気の場合は、病児保育もおこなった。産婆と看護婦の
両資格を持つ訪問婦が、出生届から育児指導を必要としそ
うな家庭を選び、生後 20 日頃から 20 日おきに 5 回訪問
し、乳児だけでなく親の栄養法も指導。訪問婦が乳児に疾
病の徴候を見つけると、乳児院の外来無料診療をすすめた。

大阪毎日新聞慈善団　大阪毎日新聞慈善団は新聞
社が組織した法人としてはわが国で最も古く1911年
にスタートした。着手した事業は困窮者を無料で診療
する巡回病院事業。

わが国最初の公営セツルメント施設「北市民館」。ツタに覆われた建物を覚えている方も多いだろうが、創設当初はツタはなかった。創設当初から講演会や映画上映会が催され、多くの市民が争って参
加したとのこと。

の の の歴史社会福祉 先駆キタ
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し
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迎
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ぐ
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が
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。
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懐
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。
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。
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。
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８
８
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８
８
９
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ハ
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さ
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潜
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９
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。

一
方
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大
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。

し
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か
ら
紡
績
、
製
鉄
、
造
船
な
ど

の
重
工
業
へ
転
換
し
た
こ
と
で
公
害
が
発
生
し
、

劣
悪
な
労
働
条
件
と
物
価
高
騰
が
原
因
で
飢
え
に

苦
し
む
人
々
が
増
え
、
各
地
で
ス
ラ
ム
街
が
つ
く

ら
れ
た
。
今
も
昔
も
、
都
市
は
人
々
の
間
に
格
差

を
生
む
。

こ
う
し
た
都
市
の
発
展
を
背
景
に
、
貧
困
で
苦
し

む
人
々
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
１
９

０
９
年
（
明
治
42
）
に
「
石
井
記
念
愛
染
園
」
の

前
身
で
あ
る
「
愛
染
橋
夜
学
校
」、
１
９
１
２
年

（
大
正
元
）
に
「
大
阪
自
彊
館
」、
１
９
１
５
年
（
大

正
４
）
に
「
四
恩
学
園
」
な
ど
、
民
間
に
よ
る
セ

ツ
ル
メ
ン
ト
施
設
が
次
々
と
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
当
初
は
民
間
が
主
導
し
た
セ
ツ
ル
メ

ン
ト
運
動
だ
が
、
そ
ん
な
な
か
、
１
９
１
８
年
（
大

正
７
）
に
富
山
で
起
こ
っ
た
米
騒
動
が
大
阪
に
飛

び
火
し
、
困
窮
し
た
民
衆
が
今
宮
町
（
現
在
の

釜
ヶ
崎
付
近
）
の
米
穀
店
を
襲
い
、
騒
動
が
市
内

各
所
に
広
が
っ
た
。
大
阪
市
は
、
米
騒
動
の
混
乱

を
収
め
る
た
め
に
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
義
援
金
の

残
余
を
大
阪
府
と
折
半
し
、
大
阪
府
は
こ
の
義
援

金
を
も
と
に
方
面
委
員
（
現
在
の
民
生
委
員
）
後

援
会
を
創
設
。
大
阪
市
は
初
の
公
立
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
施
設
で
あ
る
「
北
市
民
館
」
を
創
設
し
た
。
１

９
２
１
年
（
大
正
10
）
の
こ
と
で
あ
る
。

北
市
民
館
が
建
て
ら
れ
た
の
は
、
天
神
橋
六
丁
目
。

葦
原
村
の
墓
地
周
辺
に
は
商
工
業
の
発
展
に
伴
い

人
々
が
流
入
し
、
新
旧
が
混
成
し
、
ス
ラ
ム
街
が

広
が
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
天
六
に
突
如
と
し
て
そ

び
え
立
っ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
４
階
建
て
の

「
高
層
ビ
ル
」
は
、
人
々
を
大
い
に
驚
か
せ
た
。

北
市
民
館
の
初
代
館
長
に
は
、
志
賀
志
那
人
が
任

命
さ
れ
た
。

志
賀
は
１
８
９
２
年
（
明
治
25
）
に
熊
本
県
阿
蘇

や
乳
幼
児
、
児
童
の
保
護
な
ど
多
様
な
試
み
が
な

さ
れ
た
大
阪
市
の
社
会
事
業
の
一
大
拠
点
で
あ
っ
た
。

北
市
民
館
の
活
動
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
「
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
」
の
理
念
と
は
、
ど
の
よ
う
な
精
神
な

の
だ
ろ
う
か
。
簡
単
に
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

19
世
紀
後
半
、
イ
ギ
リ
ス
で
産
業
革
命
が
起
こ
り
、

多
く
の
労
働
者
が
農
村
か
ら
都
市
に
流
入
し
た
。

そ
の
一
方
で
都
市
部
で
は
所
得
格
差
に
よ
り
多
く

の
貧
困
層
が
生
ま
れ
、
ロ
ン
ド
ン
の
イ
ー
ス
ト
エ

ン
ド
と
い
わ
れ
る
ス
ラ
ム
街
に
集
ま
り
、
固
ま
っ

て
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ー
ス
ト
エ
ン
ド

を
中
心
に
社
会
不
安
も
起
き
た
と
い
う
。
あ
の

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
も
、
幼
少
時
代
を
こ
の
エ
リ
ア
で

過
ご
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
貧
富
の
格
差
を
な
く
す
た
め
、
大
学

教
授
や
学
生
た
ち
が
率
先
し
て
ス
ラ
ム
地
域
に
入

り
、
人
間
的
な
接
触
を
通
じ
て
地
域
に
お
け
る
生

活
と
社
会
福
祉
の
向
上
を
図
ろ
う
と
し
た
。
こ
れ

に
端
を
発
す
る
運
動
の
こ
と
を
、
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

運
動
と
呼
ぶ
。「
セ
ツ
ル
（settle
）」
と
は
「
定
住
」

と
い
う
意
味
。

貧
困
に
苦
し
む
地
域
に
住
み
込
み
、
調
査
を
し
な

が
ら
、
人
々
に
教
育
、
文
化
、
法
律
、
医
療
等
を

提
供
し
た
り
、
地
域
の
人
々
が
主
体
的
に
生
活
で

き
る
仕
組
み
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
の
が
大
き
な
特

徴
だ
。

郡
産
山
村
で
生
ま
れ
、
そ
の
後
熊
本
聖
公
会
に
て

洗
礼
を
受
け
た
。
東
京
帝
国
大
学
で
社
会
学
を
専

攻
し
、
同
大
学
の
基
督
教
青
年
会
（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）

で
社
会
問
題
へ
の
関
心
を
深
め
て
、
卒
業
後
は
大

阪
基
督
教
青
年
会
教
育
部
主
任
に
赴
任
。
英
語
学

校
等
の
教
育
部
事
業
の
組
織
化
を
進
め
、｢

少
年
義

勇
団｣

（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
）
の
事
業
も
担
当
し
た
。

そ
し
て
１
９
１
９
年
（
大
正
８
）、
志
賀
は
大
阪
基

督
教
青
年
会
を
離
れ
、
大
阪
市
に
新
設
さ
れ
た
労

働
調
査
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
。

キ
リ
ス
ト
教
理
想
主
義
と
と
も
に
社
会
問
題
に
関

心
を
寄
せ
て
い
た
志
賀
と
、
不
穏
な
時
代
背
景
の

な
か
で
社
会
事
業
行
政
の
計
画
が
検
討
さ
れ
て
い

た
大
阪
市
。
両
者
の
邂
逅
は
、
異
な
る
川
の
流
れ

ま
だ
あ
る
。
管
弦
楽
団
、
青
年
会
、
家
庭
倶
楽
部
、

盲
人
倶
楽
部
な
ど
を
立
ち
上
げ
、
宗
教
教
育
や
体

育
部
の
経
営
、
職
業
紹
介
、
周
辺
地
域
の
不
良
住

宅
改
良
問
題
や
巡
回
看
護
、
労
働
者
向
け
の
ホ
テ

ル
経
営
の
改
善
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
寄
付
金
に

よ
る
生
業
資
金
も
融
通
し
た
。

事
業
は
膨
大
で
果
て
し
な
い
広
が
り
を
見
せ
た
が
、

こ
れ
ら
の
事
業
を
俯
瞰
し
て
み
る
と
、Ｑ
Ｏ
Ｌ（
ク

オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
）
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
的
な
考
え
な
ど
現
代
的
な
課
題
を
す
で
に
視
野

に
含
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
い
つ
寝
て
い
た

の
か
と
思
う
ほ
ど
の
、
八
面
六
臂
の
活
躍
と
は
ま

さ
に
こ
の
こ
と
だ
ろ
う
。

北
市
民
館
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
事
業
家
で
あ

り
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
先
駆
者
で
も
あ
る
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
ジ
ェ
ー
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
や

昭
和
天
皇
も
訪
れ
て
い
る
。

志
賀
は
、
英
米
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
精
神
に
の
っ
と

り
、
貧
困
地
域
に
入
り
、
貧
し
い
人
々
や
家
族
と

生
活
を
と
も
に
し
な
が
ら
、
地
域
の
人
々
と
と
も

に
歩
も
う
と
し
た
。
北
市
民
館
の
近
く
に
住
み
込

み
、
銭
湯
で
人
々
と
同
じ
湯
に
浸
か
り
、
宿
泊
所

を
訪
れ
労
務
者
と
闇
汁
を
と
も
に
食
し
、
句
会
を

催
し
、
労
働
者
へ
の
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
浪
曲

家
・
宮
川
松
安
氏
の
台
本
を
書
い
た
。
浪
曲
は
当

時
、
時
事
ネ
タ
を
伝
え
る
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
人
気
を
博
し
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
だ
っ
た
。

「
オ
イ
！
　
こ
ら
！
」
と
役
人
が
威
張
っ
て
い
た
と

い
わ
れ
た
時
代
に
、
志
賀
や
北
市
民
館
の
職
員
た

ち
は
、
生
活
の
丸
ご
と
を
投
げ
込
ん
だ
。

以
後
、
１
９
４
２
年
（
昭
和
17
）
開
設
の
西
淀
川

市
民
館
ま
で
市
内
各
地
に
14
館
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

施
設
が
設
置
さ
れ
た
が
、
戦
時
体
制
が
強
ま
る
な

か
、
こ
の
う
ち
10
館
が
内
職
あ
っ
せ
ん
所
に
転
用

さ
れ
た
。
行
政
に
よ
る
市
民
教
化
的
な
性
格
へ
と

転
化
さ
れ
、
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
施
設
本
来
の
機
能
を

失
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
北
市
民
館
を
除
く
３
館
は
大
阪
大
空
襲

で
焼
失
。
戦
後
は
、
社
会
情
勢
の
激
変
に
伴
い
順

次
閉
館
さ
れ
、
北
市
民
館
も
１
９
８
２
年
（
昭
和

57
）
に
閉
館
を
迎
え
た
。
全
国
の
社
会
福
祉
界
の

ア
イ
コ
ン
的
な
存
在
だ
っ
た
北
市
民
館
は
、
こ
う

し
て
61
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。
現
在
は
、

市
内
最
後
の
市
民
館
と
な
っ
た
西
成
市
民
館
だ
け

が
現
存
し
て
い
る
。

志
賀
が
北
市
民
館
で
実
践
し
た
活
動
は
膨
大
で
無

限
で
無
辺
で
３
６
０
度
全
方
位
に
わ
た
る
。
イ
エ

ス
は
弟
子
に
「
地
の
塩
、
世
の
光
」
と
説
い
た
。

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
こ
そ
が
、
志
賀
に
と
っ
て
の
「
世

の
光
」
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。（
終
）

が
激
し
い
ひ
と
つ
に
な
る
よ
う
な
、
必
然
の
巡
り

合
わ
せ
だ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

初
代
館
長
に
就
任
し
た
志
賀
は
ト
イ
ン
ビ
ー
・

ホ
ー
ル
や
、
ハ
ル
・
ハ
ウ
ス
を
モ
デ
ル
と
し
、
非

衛
生
と
生
活
不
安
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
地
域
住
民

の
た
め
に
、
教
育
、
育
児
・
保
育
、
健
康
、
衛
生
、

生
活
相
談
な
ど
多
種
多
様
な
事
業
を
展
開
し
た
。

身
の
上
相
談
で
は
救
済
・
保
護
・
指
導
あ
る
い
は

環
境
と
生
活
の
関
係
の
調
整
、
法
律
相
談
で
は
無

産
者
の
権
利
に
関
す
る
説
明
と
支
援
、
健
康
相
談

で
は
無
料
診
療
と
施
薬
、
さ
ら
に
児
童
歯
科
無
料

診
療
を
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
と
大
阪
市
歯
科
医
師
会
の

協
力
の
下
に
お
こ
な
い
、
図
書
館
で
は
読
書
指
導

も
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
愛
隣
信
用
組
合
を
設
立
し
、

金
融
業
務
に
も
乗
り
出
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
協
同
組
合
を
組
織
し
て
い
く
方
法
も

取
り
入
れ
た
。
保
育
組
合
は
親
を
組
合
員
と
す
る

こ
と
で
、
子
育
て
の
協
同
化
を
図
ろ
う
と
す
る
試

み
だ
。
こ
れ
は
、
志
賀
の
設
立
し
た
木
工
、
和
裁

の
同
業
者
組
合
な
ど
と
と
も
に
、
生
活
の
各
領
域

を
人
々
で
支
え
合
う
「
協
働
社
会
」
を
目
指
す
も

の
だ
っ
た
。
保
育
や
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
、
若
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
も
求
め
た
。

さ
ら
に
近
隣
の
地
域
組
織
に
呼
び
か
け
て
「
善
隣

会
」
を
結
成
し
、
町
内
会
の
組
織
化
も
進
め
、
協

同
組
合
方
式
で
露
天
な
が
ら
保
育
所
も
開
設
し
た
。

志
賀
志
那
人
が
取
り
組
ん
だ

日
本
初
の
公
営
セ
ツ
ル
メ
ン
ト「
北
市
民
館
」

志
賀
志
那
人
が
取
り
組
ん
だ

日
本
初
の
公
営
セ
ツ
ル
メ
ン
ト「
北
市
民
館
」

北市民館の特筆すべき事業に「公益質屋」が
挙げられる。公営でありながら、一般市民が
低金利で利用できる金融業を運営した。

shiga shinato
shiga shinato

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
と
は
何
か
？

志
賀
の
根
底
に
あ
っ
た

キ
リ
ス
ト
教
の
精
神

都
市
が
生
ん
だ
所
得
格
差
を
背
景
に

公
営
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
施
設

「
北
市
民
館
」
を
創
設

「
昔
の
ほ
う
が

社
会
福
祉
は
手
厚
か
っ
た
」

つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長　
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

佐伯祐三の兄・佐伯祐正が
中津に開設したセツルメント
「善隣館」

大阪を代表する洋画家の佐伯祐三には、
2つ年上の兄・佐伯祐正がいた。
祐三は口下手で身体が少し弱く、おとな
しい性格。一方で祐正は活発で明るい性
格。性格の異なる 2 人だったが、仲は良
かったようだ。東京藝術大学に合格した
祐三は画家を目指したが、祐正は実家の
寺を継ぎ、僧侶となった。
寺は地域の課題に積極的に対応すべきと
私財を投じて母子寮、日曜学校、裁縫塾
などを運営し、その傍ら、方面委員（現
在の民生委員）となり、地域の人々の生
活相談に乗るという多忙な日々を送って
いた。
僧侶でありながら社会事業家の顔も持ち
合わせていた祐正は、祐三のパリ留学に
合わせて、1925 年（大正 14）の夏か
ら 1926 年（大正 15）の春にかけてヨー
ロッパとアメリカをまわり、当時の先進
であったセツルメントに関する思想や制
度を学んでいる。ロンドン滞在では、世
界初のセツルメント施設「トインビー・
ホール」に 2 カ月半にわたりセツラーと
して滞在し、その仕組みを精力的に吸収。
シカゴでは「ハル・ハウス」を見学した
が、地道に実績を積み上げるトインビー
ホール方式でやっていくことを決意し、
帰国後には自坊のセツルメント施設「善
隣館」の事業を加速させていった。
その祐正も大阪大空襲によって負傷し、
49 歳の若さでこの世を去った。祐正の
実践した社会事業は、残された妻によっ
て受け継がれ、時代の変化に合わせて保
育所経営から福祉型障がい児入所施設へ
と転換し、現在に至っている。
地域の人々に寄り添うその思想は現在ま
で脈々と受け継がれ、祐正の孫が経営す
る「社会福祉法人 光徳寺善隣館 中津学
園」が実践している。（終）

佐伯祐正が設立した光徳寺善隣館。祐正
は浄土真宗の僧侶だが、クリスチャンで
あり北市民館の館長であった志賀志那人
とは良き友であった。

【
参
考
】「
61
年
を
顧
み
て
」（
北
市
民
館
）・
ウ
ェ
ル
お
お
さ
か
「
市
民
館
設
立
１
０
０
年
〜
大
阪
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
歴
史
を
た
ど
る
〜
」（
１
３
２
）・「
志
賀
志
那
人
の
大
阪
基
督
教
青
年
会
時
代
の
初
期
論
考
」（
永
岡
正
己
）・「
大
林
宗
嗣
と
志
賀
志
那
人
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
論
」（
柴
田
謙
治
）
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司
馬
遼
太
郎
の
傑
作
長
編
小
説
『
俄  

浪
華
遊
侠

伝
』
は
、
実
在
し
た
幕
末
の
侠
客
・
明
石
屋
万
吉

を
主
人
公
に
、
主
に
大
坂
を
舞
台
に
し
た
幕
末
史

を
庶
民
の
目
線
で
描
い
た
、
冒
険
活
劇
の
よ
う
な

傑
作
小
説
だ
。

大
坂
で
無
職
渡
世
を
営
む
万
吉
は
、
さ
っ
ぱ
り
し

て
度
量
が
大
き
く
独
立
心
が
強
い
が
、
行
き
当
た

り
ば
っ
た
り
な
性
分
。
侠
客
と
し
て
賭
場
荒
ら
し

や
相
場
破
り
を
重
ね
る
一
方
で
、
心
映
え
を
汚
さ

な
い
た
め
に
ゼ
ニ
を
た
め
込
ま
ず
、
消
防
署
の
頭

取
か
ら
身
障
者
の
た
め
の
授
産
場
経
営
ま
で
、
結

果
と
し
て
莫
大
な
借
金
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
て

も
慈
善
道
楽
を
や
め
な
か
っ
た
。「
俺
で
こ
そ
ワ
ル

で
も
食
え
る
が
尋
常
な
奴
は
こ
う
は
い
か
ん
」
と

う
そ
ぶ
き
、
悪
党
の
親
方
と
し
て
は
大
き
く
な
り

過
ぎ
、
内
務
卿
に
利
用
さ
れ
て
選
挙
干
渉
で
侠
客

と
剣
客
の
大
激
突
を
引
き
起
こ
し
た
り
し
て
い
る
。

『
俄
』
は
、
幕
末
か
ら
明
治
の
騒
乱
の
な
か
を
、
激

し
く
雄
々
し
く
、
そ
れ
で
い
て
な
に
や
ら
お
か
し

く
生
き
抜
い
た
、
浪
華
任
侠
男
の
痛
快
一
代
記
だ
。

お
と
ぎ
話
の
よ
う
な
万
吉
の
一
生
だ
が
、
冒
頭
に

も
書
い
た
と
お
り
、
万
吉
は
実
在
し
た
。

小
林
佐
兵
衛
。

幕
末
か
ら
明
治
期
の
侠
客
で
あ
り
な
が
ら
も
、
社

会
基
盤
や
社
会
福
祉
制
度
が
未
整
備
な
時
代
に
、

い
ち
私
人
と
し
て
消
防
や
生
活
困
窮
者
の
救
済
な

ど
に
取
り
組
ん
だ
社
会
慈
善
家
で
も
あ
っ
た
。
築

い
た
巨
万
の
富
を
慈
善
事
業
に
す
べ
て
注
ぎ
込
み
、

そ
の
挙
げ
句
に
一
文
な
し
と
な
る
。
常
人
に
は
理

解
し
難
い
狂
気
に
彩
ら
れ
、
ま
た
毀
誉
褒
貶
に
相

半
ば
す
る
人
物
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
人
を
引
き
付

け
、
小
説
の
題
材
に
も
な
っ
た
。
そ
ん
な
男
の
破

天
荒
な
一
生
を
紐
解
い
て
み
よ
う
。

１
８
３
０
年
（
文
政
13
）
生
ま
れ
。
大
坂
・
堂
島

の
質
店
「
明
石
屋
」
の
長
男
は
、
す
ぐ
に
「
北
の

赤
万
」（
明
石
屋
万
吉
）
と
し
て
名
を
は
せ
る
よ
う

に
な
る
。
幼
い
こ
ろ
に
父
が
蒸
発
し
た
た
め
、
母

と
妹
と
３
人
暮
ら
し
。
貧
困
の
な
か
で
育
っ
た
。

家
計
を
助
け
る
た
め
に
９
歳
の
こ
ろ
か
ら
賭
場
に

出
入
り
し
、「
殴
ら
れ
屋
」
と
し
て
早
く
も
賭
場
を

荒
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
、
大
坂
は
経
済
の

中
心
地
と
し
て
栄
え
て
い
た
も
の
の
、
庶
民
の
あ

い
だ
で
は
貧
富
の
差
が
激
し
く
、
賭
場
は
そ
の
縮

図
の
よ
う
な
場
所
だ
っ
た
。

15
歳
で
ひ
と
か
ど
の
親
分
格
に
な
る
と
、
堂
島
の

米
相
場
の
売
り
方
よ
り
頼
ま
れ
、
公
儀
お
買
い
上

げ
米
を
つ
ぶ
す
仕
事
を
引
き
受
け
た
。
お
上
に
捕

え
ら
れ
奉
行
所
よ
り
数
日
間
拷
問
を
加
え
ら
れ
た

単
な
る
反
社
勢
力
と
は
異
な
り
、
義
を
重
ん
じ
、

弱
き
を
助
け
、
と
き
に
は
公
権
力
に
対
抗
す
る
存

在
で
も
あ
っ
た
。
佐
兵
衛
は
そ
の
代
表
的
な
存
在

で
あ
り
、
や
が
て
「
浪
華
の
侠
客
」
と
称
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
賭
場
や
ま
ち
の
治
安
維
持
に
も
関
与
し
、

弱
い
者
を
守
る
た
め
に
動
い
た
と
も
さ
れ
て
い
る
。

賭
場
に
お
い
て
も
、
過
度
な
搾
取
を
お
こ
な
う
胴

元
に
対
し
て
は
制
裁
を
加
え
、
公
正
な
博
打
の
場

を
維
持
す
る
よ
う
努
め
た
。
当
時
の
侠
客
の
多
く

が
単
な
る
力
の
誇
示
に
走
る
な
か
で
、
佐
兵
衛
は

「
庶
民
の
味
方
」
と
し
て
の
立
場
を
貫
い
た
。

自
ら
の
信
じ
る
正
義
の
た
め
に
行
動
し
た
佐
兵
衛

だ
っ
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
非
合
法
な
行
為

だ
っ
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
義
侠
心
は

政
治
家
に
巧
み
に
利
用
さ
れ
も
し
た
。

大
阪
を
牛
耳
る
侠
客
の
親
分
と
し
て
政
治
勢
力
と

結
び
つ
き
、
数
々
の
事
件
に
関
与
し
て
い
た
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。

明
治
維
新
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
、
新
政
府
は
治

安
維
持
の
た
め
に
各
地
の
侠
客
や
博
徒
の
取
り
締

ま
り
を
強
化
し
、
多
く
の
侠
客
が
衰
退
し
て
い
っ

た
。
佐
兵
衛
は
こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
を
的
確
に

読
み
、
新
た
な
道
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

１
８
７
３
年
（
明
治
６
）、
当
時
の
大
阪
府
知
事
・

渡
辺
昇
か
ら
の
要
請
を
受
け
、「
北
の
大
組
頭
取
」

に
就
任
。
大
阪
の
消
防
組
織
の
整
備
を
請
け
負
う

こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
の
大
阪
で
は
火
災
が
頻
発

し
て
お
り
、
被
災
者
へ
の
支
援
が
急
務
で
あ
っ
た

と
い
う
。
彼
は
組
織
的
に
消
火
活
動
を
お
こ
な
い
、

ま
た
被
災
者
の
救
援
に
も
尽
力
し
た
。
自
宅
を
開

放
し
て
、
火
事
の
罹
災
者
を
保
護
す
る
な
ど
の
活

動
に
も
取
り
組
ん
だ
よ
う
だ
。

時
代
が
下
っ
た
１
９
０
９
年
（
明
治
42
）
に
発
災

が
、
黒
幕
を
一
切
白
状
を
し
な
か
っ
た
た
め
、
こ

の
一
件
に
よ
り
万
吉
は
名
を
上
げ
た
。
ま
た
、
堂

島
の
米
価
を
引
き
上
げ
る
仲
買
に
殴
り
込
み
、
市

場
を
崩
落
さ
せ
た
り
も
し
て
い
る
。

１
８
６
３
年
（
文
久
３
）、
播
州
小
野
藩
よ
り
、
堀

川
か
ら
尻
無
川
河
口
ま
で
の
警
護
を
任
さ
れ
た
。

万
吉
の
勢
力
が
見
込
ま
れ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ

の
と
き
、
明
石
屋
の
万
吉
は
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
、

名
を
小
林
佐
兵
衛
と
改
め
、
食
禄
十
人
扶
持
の
足

軽
頭
と
な
っ
た
。

佐
兵
衛
の
名
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
こ
の
よ
う
な
侠
客
活
動
に
よ
る
。
侠
客
と
は

し
た
北
の
大
火
（
天
満
焼
け
）
で
は
、
当
時
79
歳

だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
佐
兵
衛
率
い
る
消
防

夫
た
ち
が
社
殿
の
屋
根
に
上
り
、
濡
れ
た
む
し
ろ

を
敷
き
詰
め
、
延
焼
を
食
い
止
め
た
。
大
阪
天
満

宮
の
大
工
門
（
北
門
）
脇
の
大
燈
籠
の
基
礎
石
に

は
「
小
林
佐
兵
衛
」
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。（
佐

兵
衛
は
こ
の
と
き
、
西
天
満
の
線
香
商
「
福
井
北

勝
堂
」
の
類
焼
も
食
い
止
め
た
。
福
井
北
勝
堂
は

現
在
の
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
「
北
勝
堂
」）

佐
兵
衛
が
心
血
を
注
ぎ
、
そ
の
名
を
後
世
ま
で
決

定
的
な
も
の
と
し
た
の
は
、
１
８
８
５
年
（
明
治

18
）、
大
阪
府
知
事
の
許
可
を
得
て
設
立
し
た
私
設

授
産
場
の
「
小
林
授
産
場
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

佐
兵
衛
は
、
１
８
８
２
年
（
明
治
15
）
よ
り
、
粉

川
町
の
「
お
救
い
所
」
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
。
お

救
い
所
と
は
、
地
震
・
火
災
・
洪
水
・
飢
饉
な
ど

の
天
災
の
際
に
被
害
に
遭
っ
た
人
々
を
救
助
す
る

た
め
に
、
幕
府
や
藩
な
ど
が
設
置
し
た
公
的
な
救

済
施
設
の
こ
と
で
あ
る
。
地
方
か
ら
逃
散
し
た

人
々
な
ど
が
集
ま
る
江
戸
や
大
阪
で
は
、
特
に
大

わ
が
身
の
明
日
を
鼻
で
笑
う
佐
兵
衛
の
生
き
ざ
ま

は
、
破
滅
的
で
す
ら
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ

そ
人
々
を
引
き
付
け
た
。

１
９
１
０
年
（
明
治
43
）、
小
林
授
産
場
は
窮
状
に

陥
り
、
こ
れ
に
見
か
ね
た
有
識
者
た
ち
は
、「
小
林

佐
兵
衛
翁
に
代
わ
り
大
阪
市
の
仁
人
義
士
に
愬
う
」

と
の
声
明
を
発
表
し
て
い
る
。
発
起
人
に
は
当
時

の
大
阪
府
知
事
・
高
崎
親
章
、
大
阪
市
長
・
池
上

四
郎
、
朝
日
新
聞
社
主
・
村
山
龍
平
、
毎
日
新
聞

社
主
・
本
山
彦
一
な
ど
が
名
を
連
ね
、
静
岡
の
社

会
事
業
家
の
金
原
明
善
、
大
垣
の
財
産
家
・
金
森

吉
二
郎
が
発
起
人
代
表
と
な
っ
た
。

有
識
者
た
ち
の
そ
う
し
た
支
援
も
む
な
し
く
、
１

９
１
２
年
（
大
正
元
）、
佐
兵
衛
は
小
林
授
産
場
の

土
地
建
物
の
一
切
を
財
団
法
人
弘
済
会
（
現
在
の

大
阪
市
立
弘
済
院
）
に
売
却
し
、
引
退
。
表
舞
台

か
ら
退
い
た
。
入
所
者
１
０
０
人
も
弘
済
会
に
引

き
取
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
５
年
経
っ
た
１
９
１
７

年
（
大
正
６
）
８
月
20
日
、
佐
兵
衛
は
そ
の
生
涯

を
閉
じ
た
。
享
年
87
歳
。

佐
兵
衛
の
生
き
ざ
ま
は
単
な
る
侠
客
の
枠
を
超
え
、

い
く
つ
も
の
先
駆
的
な
福
祉
事
業
を
興
し
た
。
そ

し
て
、
良
質
な
精
神
と
理
念
を
残
し
て
、
風
の
よ

う
に
さ
っ
ぱ
り
と
消
え
た
。
そ
の
さ
ま
を
、
司
馬

は
「
俄
」
と
呼
び
、
後
世
に
伝
え
た
。（
終
）

規
模
な
収
容
施
設
と
な
っ
た
。

同
年
、
堂
島
米
相
場
な
ど
で
築
い
た
私
財
を
投
じ
、

佐
兵
衛
は
北
野
小
松
原
町
（
現
在
の
ヤ
ン
マ
ー
本

社
付
近
）
に
「
小
林
授
産
場
」
を
設
立
し
た
。

当
初
は
孤
児
院
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
が
、

１
８
８
５
年
（
明
治
18
）
12
月
19
日
、
大
阪
府
知

事
の
認
可
を
得
て
粉
川
町
の
「
お
救
い
所
」
を
合

併
し
、
孤
児
院
の
事
業
に
加
え
て
、
病
人
や
身
体

障
害
者
も
収
容
し
、
生
活
の
場
を
持
た
な
い
ホ
ー

ム
レ
ス
の
人
た
ち
に
対
し
て
は
教
育
・
職
業
訓
練

を
お
こ
な
い
、
社
会
復
帰
・
自
立
を
支
援
す
る
事

業
に
も
乗
り
出
し
た
。
同
時
に
、
経
営
困
難
で
閉

鎖
さ
れ
た
ば
か
り
の
松
ヶ
枝
町
の
「
池
上
感
化
院
」

の
入
所
者
も
引
き
受
け
た
。

こ
れ
ら
は
、
現
在
の
児
童
養
護
施
設
や
自
立
支
援

施
設
、
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
施
設
の
原
型
と
も
い
え

る
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
わ
が
国
に
は
ほ
と
ん
ど

前
例
の
な
い
も
の
だ
っ
た
。

１
８
９
４
年
（
明
治
27
）、
入
所
者
の
増
加
に
よ
り

手
狭
と
な
っ
た
た
め
、
北
野
牛
丸
町
（
現
在
の
大

深
町
）
に
新
施
設
を
建
設
し
、
移
転
し
た
。

金
持
ち
の
道
楽
で
は
な
い
。
米
相
場
で
巨
万
の
富

を
築
い
た
佐
兵
衛
だ
っ
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

小
林
授
産
場
の
運
営
に
注
が
れ
、
財
産
の
ほ
と
ん

ど
を
失
っ
た
。
他
人
の
明
日
を
心
配
し
な
が
ら
、

幕
末
・
明
治
を

義
侠
と
慈
善
の
狭
間
で
生
き
た
男

小
林
佐
兵
衛

幕
末
・
明
治
を

義
侠
と
慈
善
の
狭
間
で
生
き
た
男

小
林
佐
兵
衛

司
馬
遼
太
郎
『
俄
浪
華
遊
侠
伝
』
の

主
人
公
の
モ
デ
ル

北
の
大
組
頭
取
と
な
り
、

大
阪
の
消
防
組
織
の
整
備
を

児
童
養
護
施
設
で
あ
り

自
立
支
援
施
設
で
あ
り

ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
施
設
の

「
小
林
授
産
場
」

kobayashi sahee

つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長　
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

小林授産場と収容者。病人、身体障害者など
を収容し、身体の健全な者にはそれ相当の職
業を教えた。
創立時の 1885 年（明治 18）の収容人員は
男性 30人、女性 160人の計 190人。

1830年（文政13）0歳
堂島の質店「明石屋」に生まれる（養子）

1839年（天保10）9歳
賭場荒らし

1852年（嘉永5）22歳
堂島の米仲買に殴り込み

1863年（文久3）33歳
播州小野藩より十人扶持足軽頭に任命
尻無川の番所の見張り役を命じられる

1873年（明治6）43歳
府内の消防「北の大組頭取」に就任
真砂町に転居

1882年（明治15）52歳
粉川町の「お救い所」の仕事に携わる

1885年（明治18）55歳
小松原町に「小林授産場」を開設

1887年（明治20）57歳
チャリネ大曲馬興行

1888年（明治21）58歳
小林遊園地

1891（明治24）61歳
「池上感化院」の収容者を受け入れ

1892年（明治25）62歳
小林佐兵衛の子分・鷲田卯蔵が板垣退助の
暗殺未遂を謀る

1894年（明治27）64歳
手狭になったため、小林授産場を
北野牛丸町（現在の大深町）に移転

1909年（明治42）79歳
大阪天満宮を北の大火から守る

1911年（明治44）81歳
取引所へ乗り込み高騰する米相場を崩す

1912年（大正元）82歳
小林授産場を「財団法人弘済会」に売却

1917年（大正6）8月 20日没　87歳

小林佐兵衛 波乱の人生

【
参
考
】
大
阪
公
立
大
学
研
究
推
進
機
構
大
阪
検
定
客
員
研
究
員
研
究
成
果
報
告
「
異
色
の
社
会
事
業
家
・
小
林
佐
兵
衛
の
足
跡
」「
小
林
佐
兵
衛
（
そ
の
２
）
幕
末
明
治
の
大
阪
が
生
ん
だ
〝
慈
善
家
フ
ィ
ク
サ
ー
〞
」（
高
木
昌
之
）・『
俄
浪
華
遊
侠
伝
』（
司
馬
遼
太
郎
／
講
談
社
）
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曽
根
崎
の
露
天
神
社
と
大
川
の
ほ
と
り
に
あ
る
Ｏ

Ａ
Ｐ
を
結
ぶ
東
西
約
1.5
㎞
の
通
り
は
、
寺
社
が
立

ち
並
ぶ
天
満
の
寺
町
通
。
１
５
８
３
年
（
天
正
11
）、

豊
臣
秀
吉
が
近
在
の
寺
院
を
集
め
、
防
衛
の
た
め

の
城
壁
と
し
た
の
が
は
じ
ま
り
だ
。
曽
根
崎
か
ら

東
へ
向
か
っ
て
歩
い
て
い
る
と
、
大
塩
平
八
郎
の

墓
所
が
あ
る
成
正
寺
、
天
神
橋
筋
商
店
街
を
横

切
っ
た
先
に
は
緒
方
洪
庵
の
墓
所
が
あ
る
龍
海
寺

や
山
片
蟠
桃
の
墓
所
が
あ
る
善
導
寺
な
ど
が
あ
り
、

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
大
阪
の
キ
ー

マ
ン
た
ち
の
気
配
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

ん
な
通
り
の
一
角
に
、
い
か
に
も
申
し
訳
な
さ
そ

う
な
顔
を
し
て
、「
池
上
雪
枝
感
化
院
碑
」
が
息
を

殺
し
て
ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い
る
。

「
池
上
雪
枝
感
化
院
」
は
、
神
道
教
導
職
に
あ
っ
た

池
上
雪
枝
は
１
８
２
６
年
（
文
政
９
）
大
坂
で
、

幕
府
に
対
峙
す
る
勤
皇
派
の
活
動
家
の
家
に
生
ま

れ
た
。
旧
姓
は
大
久
保
。
父
は
武
芸
と
医
学
に
秀

で
た
人
物
で
あ
り
、
雪
枝
も
ま
た
、
わ
ず
か
４
歳

に
し
て
狂
歌
を
詠
む
な
ど
、
幼
少
時
よ
り
天
才
少

女
と
評
判
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
天
候
の
変
化
を
予

測
す
る
才
覚
に
も
長
け
て
い
た
と
い
う
。
一
種
異

能
の
持
ち
主
だ
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
才
覚
が
京
都
・
近
衛
家
に
気
に
入
ら
れ
、
７

歳
の
と
き
に
近
衛
家
に
預
け
ら
れ
る
。
以
後
20
年

間
に
わ
た
っ
て
、
当
時
の
女
性
と
し
て
は
最
高
の

学
問
と
教
養
を
、
雪
枝
は
身
に
付
け
た
。
そ
し
て
、

尊
皇
運
動
と
身
近
に
接
し
な
が
ら
成
長
し
た
こ
と

で
、
そ
の
社
会
思
想
は
後
の
生
涯
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
と
き
に
身
に
付
け
た
易
学
が
彼
女
の

身
を
助
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

雪
枝
は
１
８
５
２
年
（
嘉
永
５
）
に
商
家
の
息
子

と
結
婚
し
た
が
、
夫
が
事
業
に
失
敗
し
た
と
き
、

若
い
時
分
に
修
め
た
易
学
が
役
立
っ
た
。
雪
枝
は

易
断
で
家
計
を
支
え
、
１
８
８
３
年
（
明
治
16
）

に
は
大
阪
に
神
道
祈
祷
所
を
設
置
し
て
、
神
道
の

布
教
も
お
こ
な
っ
た
。

雪
枝
は
易
断
を
通
じ
て
多
く
の
苦
難
を
抱
え
る

人
々
と
接
し
、
明
治
維
新
に
よ
る
当
時
の
社
会
の

混
乱
、
貧
困
、
家
族
の
離
散
な
ど
か
ら
人
々
の
精

池
上
雪
枝
が
、
１
８
８
３
年
（
明
治
16
）
に
松
ヶ

枝
町
に
開
設
し
た
、
非
行
少
年
や
保
護
者
の
い
な

い
少
年
を
保
護
し
て
教
育
す
る
た
め
の
、
わ
が
国

最
初
の
少
年
保
護
更
生
施
設
だ
。

そ
の
功
績
の
大
き
さ
と
は
裏
腹
に
、
跡
碑
は
、

う
っ
か
り
す
る
と
見
逃
し
て
し
ま
い
そ
う
な
ほ
ど

慎
ま
し
や
か
に
た
た
ず
ん
で
い
る
。

標
柱
の
側
面
に
目
を
転
じ
る
と
、「
わ
が
国
最
初
の

感
化
事
業
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
標
柱
が
１
本

あ
る
き
り
の
、
あ
ま
り
に
も
素
っ
気
な
い
も
の
だ
。

こ
れ
で
は
、
彼
女
の
功
績
の
偉
大
さ
は
な
に
も
伝

わ
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
感
化
院
と
は
ど
の
よ
う
な

施
設
で
、
池
上
雪
枝
と
は
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
？
　
大
阪
の
近
現
代
史
を
紐
解
い
て
み

よ
う
。

神
が
荒
廃
し
、
非
行
や
犯
罪
の
元
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
が
て
、
過
ち
を
犯

し
た
若
者
の
救
済
と
再
教
育
こ
そ
わ
が
天
職
で
は

な
い
か
と
考
え
は
じ
め
る
よ
う
に
な
る
。
後
の
わ

が
国
最
初
の
感
化
院
開
設
が
、
こ
の
時
代
に
彼
女

の
胸
の
裡
に
構
想
さ
れ
た
。

雪
枝
が
感
化
事
業
に
取
り
組
む
決
意
を
し
た
の
は
、

60
歳
を
目
前
に
し
た
１
８
８
３
年
（
明
治
16
）。
京

都
で
鹿
鳴
館
が
落
成
す
る
な
ど
華
や
か
な
欧
化
主

義
が
花
開
く
一
方
、
全
国
で
不
況
が
深
ま
り
、
地

租
の
滞
納
処
分
や
土
地
の
競
売
が
増
え
た
。
さ
ら

を
寄
せ
、
多
忙
の
合
間
を
縫
っ
て
頻
繁
に
雪
枝
の

元
を
訪
れ
、
助
言
を
与
え
、
激
励
し
た
。
社
会
事

業
家
の
原
胤
昭
も
ま
た
感
化
教
育
の
熱
心
な
推
進

者
で
あ
り
、
池
上
感
化
院
を
何
度
も
訪
れ
て
い
る
。

池
上
感
化
院
の
少
年
少
女
た
ち
は
「
生
徒
」
と
呼

ば
れ
た
。
そ
れ
ま
で
で
あ
れ
ば
、
寺
子
屋
な
ら

「
手
習
い
」
や
「
門
人
」、
私
塾
な
ら
「
塾
生
」「
諸

君
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
の
初

め
に
「
生
徒
」
と
い
う
新
し
い
呼
び
名
が
、
新
し

い
文
明
や
思
想
の
風
を
ま
と
っ
て
さ
っ
そ
う
と
登

場
し
た
。
池
上
感
化
院
で
は
、
こ
の
、「
生
徒
」
と

い
う
呼
び
名
が
使
わ
れ
た
。
こ
こ
は
、
若
者
た
ち

が
〝
集
ま
り
、
仕
事
を
学
ぶ
〞
新
し
い
場
所
だ
っ
た
。

雪
枝
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
性
格
と
適
性
を
判

断
し
、
各
自
に
適
し
た
教
育
、
技
術
を
与
え
た
。

特
に
英
語
教
育
を
重
視
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
師

と
の
親
交
を
通
じ
て
、
国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
に

注
力
し
た
。
ま
た
技
術
面
に
お
い
て
は
、
洋
傘
、

せ
っ
け
ん
、
ス
テ
ッ
キ
の
製
造
な
ど
、
新
た
な
分

野
で
の
職
業
教
育
を
お
こ
な
い
、
勤
労
の
喜
び
や

達
成
感
、
自
立
の
機
会
を
与
え
た
。

結
果
、
池
上
感
化
院
か
ら
は
多
く
の
更
生
者
が
生

み
出
さ
れ
、
な
か
に
は
陸
軍
技
師
と
し
て
イ
ギ
リ

ス
で
活
躍
し
て
勲
四
等
を
授
け
ら
れ
た
者
や
事
業

に
成
功
し
て
高
額
納
税
者
に
な
っ
た
者
も
い
た
。

こ
の
よ
う
に
目
覚
ま
し
い
成
果
を
挙
げ
た
池
上
感

化
院
だ
っ
た
が
、
設
立
か
ら
わ
ず
か
約
３
年
に
し

て
経
営
難
に
陥
っ
た
。
施
設
運
営
の
経
費
は
予
想

以
上
で
あ
り
、
授
産
事
業
で
感
化
院
の
運
営
を
支

え
よ
う
と
し
て
も
、
到
底
追
い
つ
か
な
い
。
ま
た
、

広
く
地
域
の
人
々
へ
一
般
教
育
を
図
ろ
う
と
、
雑

誌
『
雪
枝
草
子
』
を
発
行
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
発

行
直
後
か
ら
経
営
難
に
陥
り
、
３
カ
月
後
に
は
あ

え
な
く
廃
刊
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
雪
枝
の
事
業
計

画
の
甘
さ
と
単
に
断
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

成
立
間
も
な
い
明
治
政
府
に
は
そ
も
そ
も
カ
ネ
が

な
く
、
支
援
は
限
定
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、

少
年
更
生
の
理
念
が
銀
行
筋
に
簡
単
に
理
解
さ
れ

る
わ
け
も
な
く
、
資
金
の
融
通
は
困
難
だ
っ
た
。

結
果
、
雑
誌
発
行
の
た
め
の
借
金
に
よ
る
心
労
、

継
承
者
の
力
不
足
、
雪
枝
の
病
気
な
ど
が
重
な
り
、

事
業
は
急
速
に
衰
退
。
１
８
８
８
年
（
明
治
21
）

ご
ろ
に
は
池
上
感
化
院
は
閉
鎖
同
然
と
な
っ
た
。

１
８
９
１
年
（
明
治
24
）、
雪
枝
は
感
化
院
復
興
を

果
た
せ
な
い
ま
ま
、
65
歳
で
失
意
の
う
ち
に
亡
く

な
っ
た
。
実
妹
に
よ
れ
ば
、「
し
ん
ど
い
」「
熱
が

院
事
業
は
以
後
約
40
年
に
わ
た
っ
て
歴
史
に
埋
も

れ
た
状
態
に
あ
っ
た
が
、
１
９
３
９
年
（
昭
和
14
）

６
月
、
大
阪
朝
日
新
聞
に
「
感
化
事
業
の
母
」
と

題
し
た
雪
枝
に
つ
い
て
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
天

満
に
先
駆
的
な
感
化
事
業
に
取
り
組
ん
だ
女
性
が

い
た
こ
と
が
大
々
的
に
報
じ
ら
れ
る
と
、
大
き
な

話
題
に
な
っ
た
。
ま
た
、
大
阪
府
立
修
得
学
院
の

院
長
ら
が
、
大
阪
の
名
誉
に
か
け
て
雪
枝
の
墓
地

や
遺
族
を
捜
索
し
て
い
る
旨
も
報
じ
ら
れ
た
。

や
が
て
墓
地
と
遺
族
の
所
在
が
明
ら
か
に
な
り
、

１
９
４
０
年
（
昭
和
15
）
５
月
２
日
、
修
得
学
院

で
は
雪
枝
の
慰
霊
祭
が
執
り
お
こ
な
わ
れ
た
。
１

９
５
０
年
（
昭
和
25
）
に
は
、
感
化
院
跡
に
碑
が

設
立
さ
れ
た
。
標
柱
に
は
「
わ
が
国
最
初
の
感
化

事
業
」
と
表
記
さ
れ
、
雪
枝
の
高
邁
な
理
念
に
支

あ
る
」
な
ど
と
は
た
だ
の
１
度
も
口
に
し
な
か
っ

た
が
、
感
化
事
業
に
つ
い
て
は
思
い
残
す
こ
と
が

あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
い
ま
わ
の
際
に
「
誰
を
か
も

た
の
ま
む
老
の
身
の
わ
け
つ
く
さ
れ
ぬ
こ
と
の
葉

の
み
ち
」
と
辞
世
の
句
を
詠
み
、
身
を
正
し
て
死

去
し
た
と
い
う
。
墓
碑
は
、
池
上
感
化
院
か
ら
西

へ
歩
い
て
４
分
ほ
ど
の
栗
東
寺
に
建
立
さ
れ
た
。

雪
枝
の
没
後
、
池
上
感
化
院
の
少
年
少
女
た
ち
は

小
松
原
町
の
「
小
林
授
産
場
」
に
引
き
取
ら
れ
た
。

小
林
授
産
場
は
、
侠
客
の
小
林
佐
兵
衛
が
雪
枝
に

触
発
さ
れ
て
開
設
し
た
施
設
だ
。

志
半
ば
で
途
絶
え
た
こ
と
も
あ
り
、
雪
枝
の
感
化

て
お
り
、
明
治
前
半
期
の
大
阪
の
民
間
社
会
事
業
、

特
に
女
性
に
よ
る
先
駆
的
な
事
業
に
取
り
組
ん
だ

雪
枝
の
功
績
は
、
非
常
に
大
き
い
と
い
え
る
。

池
上
感
化
院
が
短
命
に
終
わ
っ
た
理
由
は
、
事
業

計
画
を
綿
密
に
練
る
こ
と
な
く
新
企
画
を
次
々
と

実
施
し
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
感
化
事
業

の
独
創
性
や
先
駆
性
が
当
時
の
需
要
に
は
合
致
し

な
か
っ
た
こ
と
、
長
期
的
な
展
望
を
持
た
ず
に
雪

枝
が
理
想
の
実
現
を
焦
っ
て
独
力
で
押
し
切
ろ
う

と
し
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

１
９
０
４
年
（
明
治
37
）、
雪
枝
の
孫
で
あ
る
大
久

保
真
敏
は
韓
国
に
渡
り
、
同
地
で
事
業
の
継
続
を

図
っ
て
い
る
。
１
９
４
１
年
（
昭
和
16
）
に
は
浮

浪
児
た
ち
の
保
護
施
設
と
し
て
、
韓
国
の
安
養
市

に
「
弥
栄
青
少
年
修
練
場
」
が
建
設
さ
れ
た
。

終
戦
後
の
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
）
11
月
、
真
敏

は
日
本
に
引
き
揚
げ
、
修
得
学
院
な
ど
の
協
力
を

得
て
、
戦
災
孤
児
に
よ
る
院
児
激
増
と
不
良
化
の

傾
向
の
改
善
を
目
指
し
た
新
た
な
保
導
所
の
設
置

を
計
画
し
た
。

し
か
し
翌
年
３
月
、
真
敏
が
病
死
し
た
こ
と
に
よ

り
、
雪
枝
の
教
護
事
業
の
継
承
と
発
展
は
、
志
半

ば
で
途
絶
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

感
化
院
の
せ
っ
け
ん
の
製
造
販
売
は
、
取
引
先
の

田
村
石
鹸
問
屋
が
引
き
継
ぎ
、
戦
後
ま
で
長
く
繁

盛
し
た
。（
終
）

え
ら
れ
た
先
駆
的
な
事
業
に
、
よ
う
や
く
光
が
当

て
ら
れ
た
。

雪
枝
が
晩
年
を
捧
げ
た
感
化
院
事
業
は
成
功
し
た

と
は
い
え
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
雪
枝
は

「
不
良
少
年
救
護
事
業
の
先
駆
者
」
と
し
て
後
世
に

伝
え
ら
れ
、「
少
年
感
化
の
母
」「
少
年
保
護
の
母
」

「
感
化
院
の
先
鞭
を
つ
け
た
」
と
も
讃
え
ら
れ
た
。

雪
枝
の
感
化
院
は
閉
じ
ら
れ
た
が
、「
弱
い
人
間
も

職
業
を
覚
え
、
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
社
会
発

展
の
近
道
」
だ
と
す
る
雪
枝
の
理
念
は
、
そ
の
後

も
多
く
の
人
に
受
け
継
が
れ
た
。
ま
た
、
女
性
の

社
会
的
活
動
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
も
評
価
さ
れ

に
、
劣
悪
な
労
働
条
件
と
低
賃
金
で
酷
使
さ
れ
る

若
年
労
働
者
と
そ
の
予
備
軍
で
あ
る
少
年
少
女
の

非
行
化
は
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
時
代
に
、
雪
枝
は
自
宅
を
改
装
し
て
「
池

上
雪
枝
感
化
院
」
を
開
設
し
た
。
敷
地
面
積
は
35

坪
（
約
１
１
５
㎡
）、
40
名
弱
の
収
容
少
年
と
数
名

の
指
導
員
と
い
う
規
模
で
あ
っ
た
。
同
年
９
月
に

は
、
収
容
児
の
増
加
に
よ
り
早
く
も
手
狭
に
な
っ

た
こ
と
で
、
松
ヶ
枝
町
の
現
在
の
跡
碑
が
立
つ
場

所
に
移
転
し
、
同
時
に
授
産
場
も
設
立
し
た
。

内
務
省
監
獄
局
の
官
吏
だ
っ
た
坂
部
寔
は
、
か
つ

て
感
化
院
の
設
立
を
企
画
し
な
が
ら
も
挫
折
し
た

経
緯
が
あ
っ
た
の
で
、
池
上
感
化
院
の
開
設
時
に

「
カ
ン
カ
イ
ン
ノ
カ
イ
イ
ン
シ
キ
ヲ
シ
ュ
ク
ス
」
と

祝
電
を
送
っ
た
。
坂
部
は
そ
の
後
も
雪
枝
に
信
頼

天
才
少
女
・
池
上
雪
枝
は

や
が
て
少
年
更
生
の
母
に

天
才
少
女
・
池
上
雪
枝
は

や
が
て
少
年
更
生
の
母
に

自
宅
に
「
池
上
雪
枝
感
化
院
」
開
設

尊
王
攘
夷
の
風
を
一
身
に
浴
び
た

少
女
時
代

行
き
詰
ま
る
感
化
院
事
業

明
治
期
前
半
の
大
阪
キ
タ
に

小
林
佐
兵
衛
と
池
上
雪
枝
と
い
う

２
人
の
先
駆
者
が
い
た

「
少
年
感
化
の
母
」
と
し
て

「
北
の
赤
万
」
と
し
て
名
を
は
せ
た
浪
華
の
侠
客
・

小
林
佐
兵
衛
は
、
同
時
に
篤
志
家
で
も
あ
っ
た
。

１
８
８
５
年
（
明
治
18
）、
堂
島
米
相
場
な
ど
で
築

い
た
私
財
を
投
じ
て
小
松
原
町
に
「
小
林
授
産
場
」

を
開
設
し
、
浮
浪
者
や
生
活
困
窮
者
に
教
育
・
職

業
訓
練
を
お
こ
な
い
、
社
会
復
帰
・
自
立
を
支
援

し
て
い
た
。

こ
の
小
林
授
産
場
は
「
池
上
雪
枝
感
化
院
」
に
触

発
さ
れ
て
開
設
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
佐
兵

衛
の
そ
ん
な
思
い
も
あ
っ
て
か
、
池
上
感
化
院
の

少
年
少
女
た
ち
は
、
雪
枝
の
没
後
、
小
林
授
産
場

に
引
き
取
ら
れ
た
。

小
林
授
産
場
は
開
設
時
に
府
の
お
救
い
所
か
ら
病

人
や
障
害
者
を
引
き
取
っ
て
お
り
、
そ
の
数
は
50

人
と
も
60
人
と
も
。
府
か
ら
補
助
を
受
け
な
い
代

わ
り
に
、
大
阪
市
内
の
橋
梁
の
清
掃
を
独
占
的
に

請
け
負
い
、
授
産
場
の
経
営
に
役
立
て
た
。

明
治
期
前
半
の
同
時
期
、
大
阪
キ
タ
の
市
井
は
、

小
林
佐
兵
衛
と
池
上
雪
枝
と
い
う
社
会
福
祉
の
先

駆
者
を
２
人
も
得
た
。
こ
の
こ
と
は
、
同
じ
夜
空

に
２
つ
の
満
月
が
輝
く
よ
う
な
奇
跡
だ
っ
た
と
い

え
る
か
も
し
れ
な
い
。（
終
）

つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長　
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

小林佐兵衛

池上雪枝

【
参
考
】「
北
区
史
」（
大
阪
都
市
協
会
）・「
少
年
感
化
の
母
・
池
上
雪
枝
」（
熊
野
隆
治
・
柳
政
一
・
並
頭
忠
雄
／
大
阪
朝
日
新
聞
社
会
事
業
団
）・「
池
上
雪
枝
シ
リ
ー
ズ
福
祉
に
生
き
る
」（
今
波
は
じ
め
／
大
空
社
）
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大
坂
の
ま
ち
は
、
冷
た
い
風
に
包
ま
れ
て
い
た
。

「
天
保
の
大
飢
饉
」
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
と
い
う
も

の
米
価
は
急
騰
し
、
ま
ち
に
は
餓
死
す
る
者
が
相

次
い
だ
。
飢
え
る
庶
民
を
見
捨
て
私
腹
を
肥
や
す

幕
府
や
豪
商
ど
も
に
対
し
、
１
人
の
男
が
立
ち
上

が
っ
た
。
乱
世
に
輝
い
た
反
骨
の
エ
リ
ー
ト
、
そ

の
名
は
大
塩
平
八
郎
。
か
つ
て
は
幕
府
に
仕
え
た

与
力
で
あ
り
、
民
を
守
る
立
場
に
あ
っ
た
。
し
か

し
今
、
平
八
郎
の
心
は
憤
り
に
燃
え
て
い
た
。

幕
府
は
民
を
見
捨
て
た
。
俺
が
や
る
し
か
な
い
。

１
７
９
３
年
（
寛
政
５
）、
大
坂
・
天
満
で
代
々
与

力
を
務
め
る
家
に
８
代
目
と
し
て
生
を
受
け
た
平

八
郎
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
学
問
に
励
み
、
儒
学
、

と
り
わ
け
陽
明
学
に
傾
倒
す
る
よ
う
に
な
る
。「
知

行
合
一
」、
す
な
わ
ち
「
正
し
い
と
知
っ
た
な
ら
ば
、

そ
れ
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
理

り
、
１
８
３
０
年
（
天
保
元
）、
与
力
を
辞
職
。
そ

の
後
、
弟
子
の
格
之
助
を
養
子
に
迎
え
、
職
を
譲

り
隠
居
し
、
洗
心
洞
で
教
育
に
専
念
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、
１
８
３
３
年
（
天
保
４
）
か
ら
５

年
間
も
続
い
た
未
曾
有
の
飢
饉
が
日
本
列
島
を

襲
っ
た
。「
天
保
の
大
飢
饉
」
で
あ
る
。
大
坂
も
例

外
で
は
な
く
、
餓
死
者
が
続
出
し
た
。
そ
の
惨
状

を
前
に
し
て
も
奉
行
所
は
救
済
策
を
と
ら
ず
、
豪

商
と
結
託
し
て
米
を
買
い
占
め
、
米
価
を
つ
り
上

げ
、
江
戸
へ
廻
米
し
て
私
腹
を
肥
や
し
て
い
た
。

平
八
郎
は
自
ら
の
私
財
を
な
げ
う
ち
、
食
糧
を
窮

民
に
分
け
与
え
た
が
、
そ
れ
に
も
限
界
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
幕
府
に
対
し
窮
民
救
済
の
た
め
の
施
策

を
上
申
す
る
も
、
無
情
に
も
そ
の
訴
え
は
退
け
ら

れ
た
。
こ
の
と
き
平
八
郎
の
な
か
で
あ
る
決
意
が

固
ま
っ
た
。
言
葉
が
届
か
ぬ
の
で
あ
れ
ば
行
動
に

よ
っ
て
示
す
し
か
な
い
。
正
義
を
実
践
す
る
に
は

武
力
を
も
っ
て
訴
え
る
し
か
な
い
の
だ
。

１
８
３
７
年
（
天
保
８
）
２
月
19
日
。
つ
い
に
そ

の
日
が
や
っ
て
来
た
。
天
は
義
に
味
方
せ
り
。
み

な
、
立
て
！

天
満
橋
に
砲
声
が
響
き
渡
る
。
平
八
郎
は
自
宅
に

火
を
放
ち
、「
救
民
」
の
旗
を
掲
げ
、
門
弟
や
百
姓

や
町
人
ら
と
挙
兵
し
た
の
で
あ
る
。
お
よ
そ
３
０

０
人
に
膨
れ
た
集
団
は
豪
商
宅
を
焼
き
討
ち
、
家

財
を
奪
い
、
米
を
民
衆
に
分
け
与
え
、「
檄
文
」
を

ま
く
。「
奉
天
命
致
天
討
候
（
天
の
命
を
受
け
て
正

義
を
貫
く
た
め
に
立
ち
上
が
る
）」。

だ
が
、
幕
府
の
対
応
は
素
早
か
っ
た
。
与
力
時
代

の
平
八
郎
を
よ
く
知
る
奉
行
所
の
者
た
ち
は
、
そ

の
脅
威
を
熟
知
し
て
い
た
。
幕
府
は
大
坂
城
の
兵

を
動
員
し
、
鎮
圧
に
乗
り
出
す
。
激
し
い
戦
闘
の

末
、
反
乱
軍
は
次
第
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
戦
い
は

た
っ
た
半
日
で
終
焉
を
迎
え
た
。
敗
走
し
た
平
八

郎
は
潜
伏
し
な
が
ら
再
起
を
図
る
が
、
間
も
な
く

幕
府
の
追
手
が
迫
る
。
逃
れ
る
術
を
失
っ
た
平
八

郎
は
、
包
囲
さ
れ
た
末
に
火
薬
を
使
っ
て
火
を
放

ち
自
決
、
壮
絶
な
最
期
を
遂
げ
た
。
享
年
44
歳
。

「
大
塩
平
八
郎
の
乱
」
は
幕
府
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ

た
が
、
そ
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
彼
の
檄
文
は

各
地
に
広
が
り
、
幕
府
に
対
す
る
不
満
を
募
ら
せ

た
人
々
の
心
に
火
を
つ
け
た
。
各
地
で
同
様
の
反

乱
が
相
次
ぎ
、
幕
府
の
威
信
は
大
き
く
揺
ら
い
だ
。

や
が
て
幕
末
を
迎
え
、
日
本
は
大
き
な
変
革
の
時

代
へ
と
突
き
進
む
。
平
八
郎
の
志
は
、
幕
末
の
志

士
た
ち
の
胸
に
生
き
続
け
る
こ
と
と
な
る
。（
終
）

念
に
強
く
引
か
れ
た
。
知
識
と
は
実
践
し
て
こ
そ

価
値
を
持
つ
。
平
八
郎
は
そ
の
教
え
を
胸
に
刻
み
、

後
の
生
涯
に
お
い
て
そ
れ
を
体
現
す
る
こ
と
と
な
る
。

１
８
１
８
年
（
文
政
元
）、
25
歳
で
大
坂
東
町
奉
行

所
の
与
力
と
な
り
、
実
直
で
ひ
た
む
き
な
働
き
ぶ

り
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

目
に
映
る
の
は
幕
府
の
腐
敗
し
た
姿
だ
っ
た
。
豪

商
た
ち
と
結
託
し
、
民
を
顧
み
ず
己
の
利
益
を
追

求
す
る
上
役
た
ち
。
そ
ん
な
利
権
や
腐
敗
が
う
ご

め
く
奉
行
所
に
暗
澹
と
し
た
気
分
に
な
り
な
が
ら

も
、
１
８
２
４
年
（
文
政
７
）、
奉
行
所
の
役
宅
に

私
塾
「
洗
心
洞
」
を
開
く
。
易
経
の
「
私
利
私
欲

を
洗
い
去
る
」
に
ち
な
み
、
同
僚
の
与
力
や
同
心
、

周
辺
農
村
の
富
農
な
ど
お
よ
そ
70
人
を
門
弟
と
し
、

学
問
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
世
の
不
正
を
正
す

た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
模
索
す
る
場
と
し
た
。

だ
が
、
そ
ん
な
平
八
郎
の
清
廉
潔
白
さ
は
奉
行
所

か
ら
恨
み
を
買
い
、
疑
心
を
抱
か
れ
る
こ
と
に
な

「
救
民
」
決
起
！

幕
末
は
大
塩
平
八
郎
の
乱
か
ら
は
じ
ま
っ
た

「
救
民
」
決
起
！

幕
末
は
大
塩
平
八
郎
の
乱
か
ら
は
じ
ま
っ
た

文　
西
野
仁
／
マ
ッ
プ　
ル
イ
ス

文　
西
野
仁
／
マ
ッ
プ　
ル
イ
ス

天保の大飢饉
江戸時代後期の 1833 年（天保
4）から 1837 年（天保 8）にか
けて発生した大飢饉。異常気象
が原因で、関東地方から東北地
方で広範囲にわたって凶作に見
舞われた。現在もまた毎年のよ
うに異常気象といわれ、そのた
びに野菜や果物が高騰し私たち
の生活は逼迫しているが、天保
年間にも同じようなことが起
こった。しかし５年は長い。
餓死や疫病死を合わせて、20 万

～30 万人もの死者が出たといわ
れている。天保年間の日本の人
口が約 2700 万人なので、100
人に 1 人が亡くなった勘定にな
る。すさまじい飢饉だ。米価が
高騰し、農村部のみならず、大坂
などの都市部では、現在と同様に、
弱者ほど大きなダメージを受けた。
幕府は困窮した民衆を収容する
「御救小屋」（おすくいごや）を市
中に設置し救済に努めたが、不
満は収まらなかった。（ルイス）

洗心洞と「知行合一」
天満の造幣局官舎内に今も残る
「洗心洞跡」。洗心洞は大塩平八
郎が設立した私塾であり、彼は
ここで陽明学を教えた。 陽明学
は王陽明（中国の明代の儒学者）
によって確立された学派であり、
その中心概念は「知行合一」。知
識（知）と行動（行）は一体で

あり、真の知識は実践を伴って
こそ意味を持つという考え方だ。 
平八郎は、科学の探究にとどま
らずにそれを実社会で実践し、
学んだことは民衆を救うために
実際の行動に移さなければなら
ないと説いた。彼の人生はまさ
に行動と実践だった。（ルイス）

檄文
大塩平八郎が 1837 年（天保 8）
に発した檄文は、幕府の腐敗を
厳しく糾弾し、民衆に蜂起を促
す強烈なメッセージだった。そ
の内容は大きく３つ。
第１に、幕府の不正と無策を指
摘。天保の大飢饉に苦しむ民衆
を救おうとせず、富裕な商人と
結託して米の買い占めや米価の
高騰を放置した幕府の対応を、
強く批判した。飢えに苦しむ庶
民が見捨てられる一方で、権力
者が私腹を肥やしている状況を
不正義と断じたのだった。
第２に、自らの決起を「天誅」
と位置づけ、その正当性を主張
した。儒教的な道徳観を背景に、

悪政をおこなう者は天罰を受け
るべきだとし、幕府の支配が天
道に背くものであると断じた。
自らの行動は個人的な利益のた
めではなく、民衆を救うための
義挙であると宣言した。
第３に、民衆に決起を呼びかけ
た。「このままでは死ぬぞ。悪政
を正すために武器を取れ」と訴
え、行動を促した。彼の言葉は
単なる怒りの表明ではなく、民
衆の意識を変え、行動へと駆り
立てるものだった。
大塩平八郎の乱は短時間で鎮圧
されたが、幕府の権威を揺るが
し、後の改革や尊王攘夷運動に
影響を与えた。（ルイス）

大塩、死せず！
大塩平八郎の乱が後の世に与え
た影響は、小さくない。
幕府に予想外の大きな衝撃を与
え、民衆の間に大きな反響を呼
び、越後国（新潟県）柏崎の生
田万の乱、備後（広島県）三原
の一揆、摂津（大阪府）能勢の
山田屋大助の騒動など、全国各
地で連鎖的な反乱や一揆を引き
起こした。
結果として、幕藩体制の矛盾を

浮き彫りにし、幕末の動乱や明
治維新への布石となる「最初の
ヒビ」となった。民衆の不満や
社会改革の必要性を明確に示し
た事件として、日本の近代化過
程において重要な位置を占め、
最終的に幕府崩壊へとつながる
大きな流れの一部となった。こ
の後、1868 年の明治維新へ向
けて、激動の時代に突入してい
く。（ルイス）

【
参
考
】「
武
士
の
町
大
坂
」（
藪
田
貫
／
中
公
新
書
）、「
天
満
人
第
２
号
」（
天
満
人
の
会
）・「
北
区
史
」（
大
阪
都
市
協
会
）・「
大
塩
平
八
郎
の
乱
幕
府
を
震
撼
さ
せ
た
武
装
蜂
起
の
真
相
」（
藪
田
貫
／
中
公
新
書
）・「
民
衆
暴
力
一
揆
・
暴
動
・
虐
殺
の
日
本
近
代
」（
藤
野
裕
子
／
中
公
新
書
）

天神橋を渡ろうと
するも幕府軍に邪
魔され、やむなく
難波橋を渡る。

平八郎たちは難波橋
を渡り、北船場で三
井 呉 服 店（三 井 グ
ループ）や鴻池屋な
どの豪商を襲った。

群衆に紛れて逃走した平八郎と息子・格之助は靭油掛町
（現在の西区靭本町）の染物職人・美吉屋五郎兵衛宅に潜
伏するが、40 日後の 3 月 27 日、所在を突き止められ２
人は爆薬を抱え自決した。享年、平八郎 44 歳、格之助
27歳であった。
大塩平八郎の乱の評定は江戸と大坂でおこなわれた。罪状
が宣告されたのは事件発生から 1年半後の 1838 年（天保
9）8 月 21 日。平八郎以下首謀者 19 人の死骸は塩漬けに
された後、はりつけにされた。

平八郎たちが目指
した東町奉行所は、
現在の大阪合同庁
舎 1 号館あたりに
あった。

成正寺は大塩家の菩提
寺。幕府に反乱を起こ
した平八郎と息子・格
之助の墓を設けること
は禁止されたが、明治
期に平八郎を慕う門人
らが造営した。

決起後、1 発目は大塩邸
向かいの与力宅裏庭に
あった樹齢 200 年超の
槐（えんじゅ）の木に
撃ち込まれた。

滝川小学校北隣には天
満・与力の役宅が軒を
並べていた。現在、1
軒のみ現存している。

決起当日、平八郎
たちは当地に集合
してから大坂城を
目指して南下した。

1837年（天保8）
　　　　　　2月19日
「救民」の旗を掲げて
大塩平八郎 決起！

1837年（天保8）
　　　　　　2月19日
「救民」の旗を掲げて
大塩平八郎 決起！

天
保
新
改
攝
州
大
阪
全
圖
（
１
８
３
７
）

天
保
新
改
攝
州
大
阪
全
圖
（
１
８
３
７
）

●●
川崎東照宮川崎東照宮

●●●●
●●

大塩の乱 槐跡大塩の乱 槐跡

洗心洞跡
与力役宅

●●●●●●

大
阪
天
満
宮

大
阪
天
満
宮

●●
天神橋天神橋

●●

●●

天満橋天満橋

大塩軍 行軍ルート大塩軍 行軍ルート●●
難波橋難波橋

東町奉行所東町奉行所

成正寺成正寺
寺町通寺町通

与力町与力町

同心同心

●●

●●

えんじゅ
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岸
本
恒
夫
さ
ん
は
、
罪
を
犯
し
た
人
の
立
ち
直
り

を
地
域
で
支
え
る
保
護
司
。
辻
博
志
さ
ん
は
、
地

域
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

援
助
を
お
こ
な
う
民
生
委
員
。
ど
ち
ら
に
も
共
通

し
て
い
る
の
は
、
社
会
福
祉
の
精
神
を
も
っ
て
困

り
ご
と
に
寄
り
添
い
、
支
え
合
う
人
た
ち
だ
と
い

う
こ
と
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
地
域
の
福
祉
に
か
か
わ
る

お
２
人
に
、
活
動
の
や
り
が
い
や
課
題
、
そ
し
て

未
来
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
た
だ
い
た
。

辻
「
私
た
ち
の
仕
事
は
、
生
活
に
困
窮
さ
れ
て
い

る
方
の
相
談
を
受
け
、
話
を
聞
く
と
い
う
こ
と
か

ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
普
段
か
ら
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ

て
、
い
ろ
ん
な
人
の
情
報
を
集
め
る
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
で
す
ね
。
そ
し
て
、
相
談
に
乗
る
。
生
活

に
困
っ
て
い
る
人
と
か
、
助
け
が
必
要
な
人
と
か
、

そ
う
い
う
人
を
見
守
っ
て
、
必
要
な
公
的
機
関
に

つ
な
げ
る
の
が
仕
事
で
す
。
例
え
ば
区
役
所
の
福

祉
課
の
な
か
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
窓
口
が
あ
り
ま

す
。
子
育
て
も
あ
れ
ば
生
活
困
窮
の
人
の
た
め
の

窓
口
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
に
応
じ
た

窓
口
に
つ
な
げ
る
、
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
役
目

で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
ご
ろ
は
、
独
居
老

人
や
子
育
て
、
防
災
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
そ
し

て
Ｄ
Ｖ
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
守
備
範
囲
に
入
っ

て
き
ま
し
た
。
以
前
よ
り
も
カ
バ
ー
す
る
範
囲
が

増
え
て
い
ま
す
」。

│
│
そ
ん
な
に
！　
多
岐
に
わ
た
っ
て
ま
す
ね
。

辻
「
た
だ
、
何
十
件
も
あ
る
こ
と
で
も
な
い
ん
で

す
。
北
区
に
は
民
生
委
員
が
１
６
６
名
い
ま
す
が
、

み
ん
な
で
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
て
、
情
報
交

換
を
し
て
い
ま
す
。
独
居
老
人
の
こ
と
と
か
、
要

援
護
者
の
方
の
こ
と
と
か
」。

│
│
個
人
情
報
の
カ
タ
マ
リ
な
の
で
、
取
り
扱
い

も
デ
リ
ケ
ー
ト
に
な
り
ま
す
ね
。

辻
「
そ
う
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
私
は
、
女
房
に
も

言
っ
て
な
い
で
す
。
そ
れ
に
、
言
う
と
、
万
が
一

の
と
き
に
女
房
も
苦
し
み
ま
す
か
ら
。
そ
れ
な
ら

い
っ
そ
の
こ
と
、
何
も
知
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
で

す
。
個
人
情
報
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
保
護
司

の
岸
本
さ
ん
は
も
っ
と
大
変
だ
と
思
い
ま
す
よ
」。

│
│
民
生
委
員
も
で
す
が
、
保
護
司
の
仕
事
は
か

な
り
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
る
か
ん
じ
で
す
。

岸
本
「
保
護
司
は
、
罪
を
犯
し
た
方
の
更
生
保
護

が
メ
イ
ン
の
仕
事
に
な
り
ま
す
。
刑
務
所
を
出
所

し
た
人
、
少
年
院
を
出
院
し
た
人
、
ま
た
拘
置
所

か
ら
出
て
き
た
人
が
、
自
分
が
担
当
す
る
地
域
に

住
ま
わ
れ
た
と
き
、
そ
の
人
を
見
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
執
行
猶
予
が
付
い
て
い
る
人
な
ら

猶
予
期
間
の
あ
い
だ
、
仮
釈
放
の
人
だ
と
残
り
の

刑
期
の
あ
い
だ
、
寄
り
添
っ
て
、
更
生
を
促
し
ま

す
。
後
は
、
犯
罪
予
防
の
た
め
の
啓
発
活
動
」。

│
│
寄
り
添
い
方
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
な
か
ん
じ
な
の
で
す
か
？

岸
本
「
お
金
は
あ
る
の
か
、
仕
事
は
ど
う
す
る
の

か
と
い
っ
た
こ
と
が
ま
ず
あ
り
ま
す
ね
。
生
活
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
、
出
所
す
る
に
あ
た
っ
て
ど

ん
な
人
が
引
き
受
け
人
に
な
っ
て
い
る
の
か
に
も

よ
り
ま
す
が
、
生
活
の
環
境
調
整
を
お
こ
な
い
ま

す
」。

│
│
お
金
が
な
い
人
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
？

岸
本
「
区
役
所
の
な
か
の
生
活
保
護
の
窓
口
で

あ
っ
た
り
、
そ
の
手
前
の
段
階
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
の
窓
口
に
つ
な
げ
ま
す
。
仕
事
が
し
た
い

人
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
連
れ
て
い
っ
た
り
。
協
力

雇
用
主
さ
ん
を
探
し
た
り
も
し
ま
す
が
、
ち
ゃ
ん

と
し
た
理
解
の
あ
る
雇
用
主
さ
ん
で
な
い
と
ダ
メ

だ
し
、
な
か
な
か
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
あ

と
は
環
境
調
整
」。

│
│
環
境
調
整
？

岸
本
「
出
所
さ
れ
た
方
の
引
き
受
け
先
が
実
家

だ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
家
庭
で
親
子
関
係
が
悪
く

て
も
う
引
き
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
別
の
引
き
受
け
先
を
探
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
仕
事
は
基
本
的
に
は
世
話
を
す
る
の
が

仕
事
で
す
。
で
も
、
よ
く
誤
解
さ
れ
る
の
で
す
が
、

そ
の
家
族
の
生
活
全
般
を
世
話
す
る
ん
だ
と
思
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
引
き
受
け
先

の
家
庭
に
介
護
が
必
要
な
家
族
が
い
た
と
し
て
、

ち
ょ
っ
と
病
院
に
連
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ま

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
仕
事
外
だ
し
、

ど
こ
か
で
断
ち
切
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
」。

│
│
入
り
込
み
が
ち
だ
け
ど
、
お
互
い
の
た
め
に

も
適
切
な
距
離
が
必
要
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
一
方

で
、
民
生
委
員
さ
ん
は
入
り
込
む
の
が
仕
事
の
よ

う
な
側
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

辻
「
初
め
て
の
お
年
寄
り
の
お
宅
に
行
く
と
、
お

ま
え
誰
や
ね
ん
？
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
粘
り
強
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
っ
て
い
き
ま
す
。
お
困
り
ご
と
が
あ
る
な
ら
助

け
ま
し
ょ
う
か
と
お
話
す
る
の
で
す
が
、
助
け
て

も
ら
う
こ
と
に
抵
抗
感
が
あ
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
で
も
、
そ
う
い
う
人
は
が
ん
ば
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
人
で
す
。
そ
れ
を
下
手
に
突
っ
込
ん

で
い
っ
て
も
、
具
合
が
悪
い
。
後
は
、
相
談
な
の

か
グ
チ
を
聞
い
て
ほ
し
い
の
か
、
背
中
を
押
し
て

ほ
し
い
の
か
。
話
し
な
が
ら
考
え
る
ん
で
す
け
ど
、

私
と
し
て
は
、
そ
の
判
断
が
難
し
い
と
き
が
あ
り

ま
す
」。

│
│
何
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
、
見
極
め
が

難
し
い
ん
で
す
ね
。

辻
「
孤
独
死
が
た
ま
に
あ
り
ま
す
。
普
段
ど
れ
だ

け
お
話
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
も
、
そ
の
日
の
晩
に

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
つ
ら

さ
が
あ
り
ま
す
。
呼
ば
れ
た
ら
行
き
ま
す
け
ど
、

朝
起
き
た
ら
、
も
う
い
な
い
。
ピ
ン
ポ
ン
と
鳴
ら

し
て
も
、
出
て
こ
な
い
。
次
の
日
も
出
て
こ
な
い
。

近
所
の
人
も
、
最
近
は
あ
の
人
を
見
な
い
と
お
っ

し
ゃ
る
。
そ
し
た
ら
消
防
署
や
警
察
に
連
絡
し
よ

か
、
と
。
自
分
の
な
か
で
は
諦
め
も
あ
る
ん
で
す

け
ど
、
で
も
、
し
ん
ど
い
で
す
」。

岸
本
「
私
た
ち
は
、Ｂ
Ｂ
Ｓ（
ビ
ッ
グ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

＆
シ
ス
タ
ー
ズ
）
と
い
う
活
動
を
立
ち
上
げ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
友
達
活
動
で
す
ね
。
犯
罪
傾

向
に
あ
る
人
と
同
年
代
の
人
に
友
達
に
な
っ
て
も

ら
っ
て
、
そ
っ
ち
に
行
か
な
い
よ
う
に
す
る
ん
で

す
。
そ
う
い
う
、
つ
な
が
り
を
つ
く
り
ま
す
」。

辻
「
友
達
づ
く
り
や
居
場
所
づ
く
り
は
大
切
で
す

ね
。
特
に
子
育
て
や
不
登
校
の
問
題
で
は
、
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
週
に
１
回
で

も
い
い
、
一
緒
に
ゴ
ハ
ン
を
食
べ
た
り
す
る
だ
け

で
も
い
い
。
小
さ
い
と
き
に
そ
う
い
う
場
所
に
来

て
く
れ
た
子
が
大
き
く
な
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
成
長

し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
見
え
る
と
、
う
れ

し
い
も
ん
で
す
。
し
っ
か
り
と
が
ん
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
よ
う
な
話
を
聞
く
と
、
や
り
が

い
が
あ
る
と
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
み
な
さ

ん
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
や
っ
て
良
か
っ
た
な
、

と
」。

岸
本
「
居
場
所
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、

例
え
ば
お
酒
や
ド
ラ
ッ
グ
関
係
で
犯
罪
を
犯
し
て

出
て
き
た
人
な
ら
、
必
要
と
あ
れ
ば
ダ
ル
ク
に
つ

な
い
だ
り
し
ま
す
。
そ
の
ダ
ル
ク
の
人
を
お
呼
び

し
て
研
修
会
を
開
い
た
り
…
。
保
護
司
は
研
修
が

多
い
で
す
。
公
の
研
修
が
年
４
回
あ
り
、
そ
れ
以

外
に
も
自
主
的
な
勉
強
会
も
あ
り
ま
す
」。

辻
「
民
生
委
員
も
ど
ん
な
相
談
が
来
る
の
か
分
か

ら
な
い
し
、
守
備
範
囲
も
広
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

知
識
の
蓄
積
が
必
要
で
す
。
講
演
会
、
研
修
会
は

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
参
加
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」。

│
│
そ
ん
な
に
大
変
な
の
に
、
し
か
も
無
報
酬
な

の
に
、
な
ぜ
こ
の
仕
事
を
続
け
て
お
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

岸
本
「
や
っ
ぱ
り
ね
、
自
分
が
面
倒
を
見
た
対
象

者
が
ち
ゃ
ん
と
生
活
を
し
て
く
れ
る
の
を
見
た
り

聞
い
た
り
す
る
と
、
う
れ
し
い
も
ん
で
す
。
そ
れ

が
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
、
保
護
観
察
が
終
わ
っ
た
後
に
、

結
婚
し
た
と
か
、
仕
事
に
就
い
た
と
か
報
告
に
来

て
く
れ
る
と
、
う
れ
し
い
で
す
ね
。
報
告
な
ん
か

来
ん
や
ろ
な
あ
と
思
っ
て
い
た
対
象
者
が
、
案
外
、

来
て
く
れ
た
り
す
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
と
き
は
、

そ
り
ゃ
う
れ
し
い
で
す
よ
」。

辻
「
昔
は
半
分
名
誉
職
み
た
い
に
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
今
は
高
齢
者
、
児
童
福
祉
、
防
災
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
、Ｄ
Ｖ
と
課
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
読
ま
な
き
ゃ
い
け
な
い
書
類
も
多
い
。
勉
強

も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
い
ろ
ん
な

人
生
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
少
し
は
人
の
助
け

に
な
れ
た
の
か
な
と
思
え
る
瞬
間
が
あ
っ
た
り
す

る
と
、
や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」。

│
│
あ
ら
た
め
て
大
変
な
お
仕
事
だ
と
思
い
ま
し

た
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
終
）

相
談
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る
の
で

知
識
の
蓄
積
が
必
要
で
す
。
日
々
、
勉
強
で
す

入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
、
で
も
寄
り
添
っ
て

そ
の
す
み
分
け
が
大
切
で
す

岸本恒夫 辻博志
北区民生委員児童委員協議会会長北地区保護司会会長

1958 年（昭和 33）生まれ。本職は大淀中
に鎮座する大仁八阪神社宮司。大淀東地域活
動協議会会長。保護司歴 20 年。大淀生まれ
の大淀っ子として、大淀地域をリードする。
大淀東地域では洗練された広報誌で地域情報
を発信し、新旧の地域住民をつなぎ、中三会
館を拠点に活動している。

1951 年（昭和 26）生まれ。自営業を営む
傍ら菅南の地域活動に参加。民生委員歴 33
年。 菅南幼稚園の PTA からはじまり、子ど
も会のスキー講習や大阪天満宮の鳳講再編成
なども手がけ、町会長も務めた。気軽に話せ、
相談でき、信頼できる民生委員を心がけて日
夜活動に励んでいる。

kishimoto tsuneo tsuji hiroshi

構
成
・
写
真
／
西
野
仁

聞
き
手
・
書
き
手
／
つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長　
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

民生委員のお仕事保護司のお仕事
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つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長　
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長　
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

食
の
安
定
と
公
正
取
引
を
求
め
て

１
９
１
９
年
（
大
正
８
）
９
月
５
日

本
庄
公
設
市
場
、
オ
ー
プ
ン

食
の
安
定
と
公
正
取
引
を
求
め
て

１
９
１
９
年
（
大
正
８
）
９
月
５
日

本
庄
公
設
市
場
、
オ
ー
プ
ン

天
五
中
崎
通
商
店
街
に
年
季
の
入
っ
た
店
構
え
の

『
力
餅
食
堂
中
崎
町
店
』
が
あ
る
。
う
ど
ん
や
丼
も

の
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
で
、
い
つ
も
常
連
客
で

に
ぎ
わ
う
人
気
店
だ
。

店
内
だ
け
で
な
く
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
で
き
る
。
と

り
わ
け
お
は
ぎ
が
め
っ
ぽ
う
う
ま
く
、
僕
は
家
族
へ

の
お
土
産
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
買
っ
て
い
る
。
見
た
目

は
い
た
っ
て
普
通
の
お
は
ぎ
だ
が
、
口
当
た
り
が
優

し
く
、
と
に
か
く
お
い
し
い
。
甘
さ
控
え
め
で
、
後

味
も
す
っ
き
り
。
気
を
つ
け
な
い
と
何
個
で
も
食
べ

て
し
ま
う
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
お
い
し
い
の
か
？
　

ぜ
ひ
あ
な
た
の
手
み
や
げ
に
お
す
す
め
し
た
い
と
こ

ろ
だ
。
と
い
う
わ
け
で
、
お
い
し
さ
の
ヒ
ミ
ツ
を
店

主
の
尾
上
保
和
さ
ん
に
聞
い
て
き
た
。

力
餅
食
堂
中
崎
町
店
は
、
人
懐
っ
こ
い
笑
顔
の
尾
上

保
和
さ
ん
、
柔
和
な
物
腰
が
印
象
的
な
奥
さ
ん
の
英

子
さ
ん
と
娘
さ
ん
の
３
人
で
切
り
盛
り
さ
れ
て
い
る
。

「
お
は
ぎ
は
と
に
か
く
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
毎
朝
、

餅
米
を
蒸
し
て
い
ま
す
。
あ
ず
き
は
毎
回
４
升
炊
き

ま
す
。
煮
立
っ
て
か
ら
さ
ら
に
30
分
煮
て
、
水
に
30

分
さ
ら
し
て
、
小
ま
め
に
ア
ク
を
す
く
い
ま
す
。

し
っ
か
り
絞
っ
て
か
ら
砂
糖
を
入
れ
、
さ
ら
に
も
う

一
度
炊
い
て
か
ら
、
あ
ん
練
り
機
を
使
っ
て
練
る
。

練
り
が
強
い
と
あ
ん
こ
が
固
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

加
減
が
大
事
で
す
」。
な
る
ほ
ど
、
と
て
も
手
間
が
か

か
っ
て
い
る
。

甘
さ
が
控
え
め
な
の
は
、
砂
糖
の
量
を
減
ら
し
て
い

る
か
ら
？
　「
う
ち
は
上
白
糖
で
は
な
く
、
白
い
ザ
ラ

メ
を
使
っ
て
い
ま
す
。
白
ザ
ラ
だ
と
、
ま
ろ
や
か
な

風
味
と
コ
ク
が
出
ま
す
」。
な
る
ほ
ど
！
　
秘
密
は
白

い
ザ
ラ
メ
に
あ
り
。
お
は
ぎ
に
は
防
腐
剤
も
一
切

使
っ
て
い
な
い
ら
し
い
。
日
中
に
売
り
切
れ
た
ら
、

追
加
で
つ
く
っ
た
お
は
ぎ
を
店
頭
に
並
べ
て
い
る
と

か
。
常
に
つ
く
り
た
て
。
だ
か
ら
お
い
し
い
の
だ
。

さ
て
、
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
『
力
餅
食
堂
』
は
、
チ
ェ
ー

ン
店
な
の
だ
ろ
う
か
？
　
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
？
　
そ

の
あ
た
り
の
こ
と
も
聞
い
て
み
た
。
力
餅
食
堂
は
、

１
８
８
９
年
（
明
治
22
）、
兵
庫
県
豊
岡
市
で
第
１
号

店
が
産
声
を
上
げ
た
。
そ
こ
か
ら
、
の
れ
ん
分
け
に

よ
り
関
西
・
中
国
地
方
を
中
心
に
店
舗
を
増
や
し
、

い
ち
時
期
は
１
０
０
店
舗
を
超
え
て
い
た
と
か
。
家

系
図
な
ら
ぬ
「
力
餅
系
図
」
も
見
せ
て
い
た
だ
い
た

（
あ
る
の
だ
！
）。
ま
ず
、
ど
こ
か
の
力
餅
食
堂
で
、

最
低
８
年
間
、
修
行
す
る
。
す
る
と
、
そ
の
店
の
親

方
の
許
し
が
出
て
、
の
れ
ん
を
分
け
て
も
ら
え
る
。

保
和
さ
ん
は
、
お
兄
さ
ん
の
店
で
修
行
し
、
１
９
７

７
年(

昭
和
52)

に
独
立
さ
れ
た
。

独
立
に
あ
た
っ
て
は
、
メ
ニ
ュ
ー
や
価
格
の
縛
り
は

な
い
そ
う
だ
。
一
国
一
城
の
あ
る
じ
と
し
て
、
自
由

に
で
き
る
。
中
崎
町
店
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
メ
ニ
ュ
ー

が
並
ん
で
い
る
。
カ
レ
ー
を
練
り
込
ん
だ
「
黄
金
カ

レ
ー
麺
」
や
、
カ
レ
ー
麺
と
コ
ー
ヒ
ー
麺
で
タ
イ
ガ
ー

ス
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
虎
ざ
る
」
は
、
お
店
の
名
物
だ
。

お
は
ぎ
も
、
あ
ず
き
だ
け
で
な
く
、
き
な
こ
、
ご
ま

が
あ
る
。
人
気
の
お
は
ぎ
は
、
や
は
り
あ
ず
き
。

「
店
で
食
べ
る
方
も
多
い
で
す
。
カ
レ
ー
う
ど
ん
の
後

に
食
べ
た
り
、
お
酒
や
ビ
ー
ル
の
ア
テ
に
食
べ
る
方

も
い
ま
す
（
笑
）」。
お
は
ぎ
と
ビ
ー
ル
！
　
合
う
の

だ
ろ
う
か
？

年
も
年
な
ん
で
…
と
保
和
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
る
が
、

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
身
と
し
て
は
、
続
い

て
ほ
し
い
と
切
に
願
う
ば
か
り
だ
。（
藤
本
賢
司
）

私
が
『
天
神
橋
筋
・
中
崎
町
界
隈
古
書
店
マ
ッ
プ
』

を
つ
く
っ
た
の
は
、
15
年
も
前
の
大
学
院
生
時
代
の

話
。
当
時
に
比
べ
る
と
古
書
店
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
に
代
わ
っ
て
台
頭
し
て
き
た
の
が
、
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
ス
ペ
ー
ス
に
本
棚
を
設
置
し
、
本
の
貸
し

借
り
を
通
じ
て
人
々
が
交
流
す
る
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
。
天
満
橋
を
拠
点
に
全
国
に
広
め
た
一
般
社
団
法

人
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
、「
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
・
ジ

ャ
パ
ン
２
０
２
４
」
の
開
催
に
伴
い
『
大
阪
ヒ
ガ
シ

本
で
つ
な
が
る
マ
ッ
プ
』
を
昨
年
発
行
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
も
り
の
み
や
キ
ュ
ー

ズ
モ
ー
ル
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
を
中
心
に
、
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、

図
書
館
（
公
立
・
私
設
）、
書
店
（
新
刊
・
古
書
）
な
ど

本
を
扱
う
ス
ペ
ー
ス
が
62
カ
所
マ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
て

い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
の
は
、
天
満
橋
の

マ
マ
友
に
よ
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
『
天
満
橋
お
さ
ん

ぽ
の
友
』
代
表
の
西
山
舞
さ
ん
。
天
満
橋
在
住
で
、

ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
元
祖
「
Ｉ
Ｓ
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」
に
よ
く
出
入
り
し
て
い
た
縁
で
、
デ
ザ
イ
ン

の
依
頼
を
引
き
受
け
た
そ
う
で
す
。

「『
天
満
橋
お
さ
ん
ぽ
の
友
』
で
も
マ
ッ
プ
を
載
せ
て

い
る
の
で
す
が
、
今
ど
き
紙
の
地
図
な
ん
て
見
な
い

で
し
ょ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
な
の
で
、
掲
載
す
る

マ
ッ
プ
が
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
っ
て
い
た
ん
で
す
。

今
回
の
マ
ッ
プ
に
関
し
て
も
、
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
載
っ
て
い
る
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ

で
同
様
の
情
報
は
得
ら
れ
ま
す
。
で
も
、
本
が
好
き

な
人
は
紙
が
好
き
な
の
で
、
紙
の
マ
ッ
プ
は
欲
し
い

は
ず
な
ん
で
す
」。
そ
ん
な
思
い
で
描
か
れ
た
こ
の
マ

ッ
プ
で
は
、
北
区
・
都
島
区
・
城
東
区
・
中
央
区
・

東
成
区
・
生
野
区
を
広
域
に
カ
バ
ー
す
る
地
図
が
表

紙
全
体
に
大
き
く
掲
載
さ
れ
、
本
に
ま
つ
わ
る
ス
ポ

ッ
ト
の
分
布
と
、
そ
れ
が
集
積
す
る
ま
ち
の
特
性
が

可
視
化
さ
れ
て
い
ま
す
。「
分
布
に
は
偏
り
が
あ
り
ま

す
が
、
納
得
の
い
く
偏
り
だ
と
思
い
ま
す
。
天
神
橋
、

天
満
橋
、
谷
六
、
生
野
の
よ
う
に
、
ま
ち
と
し
て
の

結
束
力
や
吸
引
力
が
あ
る
と
こ
ろ
に
本
を
扱
う
ス
ポ

ッ
ト
が
集
ま
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
」
と
、
西
山
さ

ん
は
マ
ッ
プ
を
眺
め
な
が
ら
語
り
ま
す
。
こ
れ
こ
そ

が
、
紙
の
マ
ッ
プ
を
描
く
こ
と
・
見
る
こ
と
の
大
き

な
意
義
。
平
板
に
描
か
れ
、
断
片
的
な
情
報
を
検
索

す
る
こ
と
に
終
始
し
が
ち
な
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
は

得
難
い
視
野
の
広
が
り
と
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
凹
凸
が
、

そ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

「
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら
い
た
だ
い
た
リ
ス
ト
を
私

は
マ
ッ
プ
に
落
と
し
込
ん
だ
だ
け
な
の
で
…
」
と
謙

遜
す
る
西
山
さ
ん
で
す
が
、
自
分
の
ま
ち
の
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
を
つ
く
っ
て
い
た
こ
と
が
こ
の
仕
事
に
つ

な
が
り
、
さ
ら
に
、
こ
の
マ
ッ
プ
を
つ
く
っ
た
経
験

が
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
に
も
還
元
さ
れ
ま
す
。

マ
ッ
プ
制
作
後
に
発
行
さ
れ
た
『
天
満
橋
お
さ
ん
ぽ

の
友 vol.18

』
で
は
「O

SANPO
 m
eets Books

」

と
い
う
特
集
を
組
み
、
天
満
橋
界
隈
の
本
ス
ポ
ッ
ト

や
、
天
満
橋
エ
リ
ア
が
出
て
く
る
本
を
紹
介
。
マ
ッ

プ
だ
け
で
は
伝
え
き
れ
な
か
っ
た
自
分
目
線
の
情
報

が
補
完
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
西
山
さ
ん
自
身

に
情
報
が
蓄
積
さ
れ
、
脳
内
の
マ
ッ
プ
が
上
書
き
さ

れ
て
い
き
ま
す
。「
北
浜
の
証
券
図
書
館
と
か
、
今
回

は
載
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
個
人
的
に
気
に
な
っ
て
い

る
場
所
は
あ
り
ま
す
。
で
き
れ
ば
来
年
度
の
マ
ッ
プ

に
は
載
せ
た
い
で
す
ね
」。
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
マ
ッ
プ

に
も
こ
う
し
た
個
人
の
主
観
が
反
映
さ
れ
、
厚
み
が

加
わ
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

『
本
で
つ
な
が
る
マ
ッ
プ
』
の
つ
な
が
り
を
媒
介
す
る

の
は
、
他
で
も
な
く
マ
ッ
プ
の
つ
く
り
手
自
身
な
の

で
す
。（
松
岡
慧
祐
）

『
本
で
つ
な
が
る
マ
ッ
プ
』
と

『
天
満
橋
お
さ
ん
ぽ
の
友
』

『
本
で
つ
な
が
る
マ
ッ
プ
』
と

『
天
満
橋
お
さ
ん
ぽ
の
友
』

考
現
學

考
現
學

北
区

マ
ッ
プ

イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
系

社
会
学
者
の

イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
系

社
会
学
者
の

甘
さ
控
え
め
、
口
当
た
り
の
優
し
い

中
崎
の
『
力
餅
食
堂
』
の
お
は
ぎ

甘
さ
控
え
め
、
口
当
た
り
の
優
し
い

中
崎
の
『
力
餅
食
堂
』
の
お
は
ぎ

キ
タ
のキ

タ
の　

み
や
げ

え

え
も
ん

手

力餅食堂 中崎町店
中崎 1-9-2
tel：06-6372-1458
11:00 ～ 18:30
定休日：水

『大阪市本庄公設市場沿革』より。大正時代の本庄公設市場内の様子。大変なにぎわいだ。大正時代発行の冊子だが、すでに顔にボカシが入っている。

具
・
洋
傘
・
帽
子
・
小
間
物
・
化
粧
品
・
薬
種
・

傘
提
灯
・
履
物
・
姫
糊
・
和
洋
生
花
類
。
食
品
だ

け
で
な
く
、
現
在
の
２
階
建
て
の
ス
ー
パ
ー
の
規

模
の
店
に
置
い
て
あ
る
も
の
が
そ
ろ
っ
て
い
る
印

象
だ
。

営
業
時
間
は
日
の
出
か
ら
日
の
入
り
ま
で
。
定
休

日
は
毎
月
10
日
と
23
日
。
１
日
の
来
場
者
数
の
平

均
は
、
１
９
２
１
年
（
大
正
10
）
で
約
８
９
０
０
人
、

３
年
後
の
１
９
２
４
年
（
大
正
13
）
に
は
１
万
３

０
０
０
人
を
突
破
し
、
盛
況
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。

１
９
２
３
年
（
大
正
12
）
の
道
路
拡
張
の
際
に
は

一
部
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

同
年
５
月
27
日
に
は
昭
和
天
皇
の
皇
后
・
香
淳
皇

后
陛
下
（
当
時
は
皇
太
子
妃
）
が
訪
問
す
る
な
ど
、

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
る
市
場
だ
っ
た
。
し
か
し
、

同
年
７
月
に
火
災
が
発
生
し
、
全
焼
。
そ
れ
で
も

直
後
か
ら
仮
営
業
を
続
け
、
翌
年
に
は
約
60
店
舗

で
再
建
す
る
な
ど
、
勢
い
の
あ
る
市
場
だ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。

公
設
市
場
の
役
割
は
、
第
１
期
は
米
の
安
定
的
な

適
正
価
格
で
の
販
売
、
第
２
期
は
安
定
的
な
物
資

調
達
、
第
３
期
で
は
小
売
制
度
の
改
善
と
家
庭
生

活
の
改
善
・
指
導
な
ど
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割

を
担
い
、
第
４
期
に
は
商
品
の
簡
易
識
別
、
滋
養

分
配
と
調
理
法
の
指
導
に
よ
る
家
庭
経
済
の
節
約

効
率
増
進
を
基
調
と
し
た
。

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
市
場
の
役
割
も

変
化
し
、
施
設
の
老
朽
化
や
周
辺
環
境
の
変
化
な

ど
か
ら
、
平
成
の
時
代
に
入
る
と
市
場
の
存
続
が

課
題
と
な
っ
た
。１
９
９
４
年
（
平
成
６
）
に
は
市

場
を
母
体
と
し
て
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
生
鮮

市
場
が
合
体
し
た
地
域
密
着
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
「
ナ
ベ
ル
本
庄
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
活
況
を
呈
し
た
が
、
２
０
２
４
年
（
令
和
６
）

に
一
定
の
役
割
を
終
え
、
閉
店
。

同
年
９
月
よ
り
、「
ス
ー
パ
ー
サ
ン
コ
ー
中
崎
町

店
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
生
鮮
品
の
品
質
の
良
さ

や
良
心
的
な
価
格
が
す
で
に
評
判
で
、
公
設
市
場

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
よ

う
だ
。（
終
）

大
阪
メ
ト
ロ
「
中
崎
町
駅
」①
番
出
口
を
上
が
っ
て

す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
、
昨
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
ス
ー
パ
ー
サ
ン
コ
ー
中
崎
町
店
」
が
あ
る
。
大
阪

府
内
で
チ
ェ
ー
ン
展
開
を
し
て
い
る
、
地
域
密
着

型
の
ス
ー
パ
ー
だ
。
入
口
横
に
は
、
本
庄
公
設
市

場
の
歴
史
が
記
さ
れ
た
解
説
ボ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
、

そ
の
上
に
は
２
羽
の
八
咫
烏
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
飾

ら
れ
て
い
る
。
そ
う
、
こ
こ
に
は
か
つ
て
大
阪
最

古
の
公
設
市
場
、
本
庄
公
設
市
場
が
あ
っ
た
。

本
庄
公
設
市
場
は
、
大
阪
市
に
お
け
る
最
初
期
の

公
設
市
場
と
し
て
、
１
９
１
９
年
（
大
正
８
）
９

月
５
日
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
当
時

の
大
阪
市
が
直
面
し
て
い
た
食
料
供
給
の
安
定
化

や
公
正
な
取
引
の
確
保
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

大
正
時
代
の
大
阪
は
、
急
速
な
都
市
化
と
人
口
増

加
に
よ
り
、
特
に
、
民
間
の
市
場
（
私
設
市
場
）

で
は
、
ぼ
っ
た
く
り
な
ど
に
よ
る
価
格
の
不
透
明

性
、
露
店
営
業
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
衛
生
環

境
の
不
備
、
鮮
度
や
重
量
の
ご
ま
か
し
に
よ
る
質

の
ば
ら
つ
き
と
い
っ
た
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
全
国
初
の
試
み
と
し
て
、
１
９
１
８
年

（
大
正
７
）
４
月
に
４
市
場
（
谷
町
、
境
川
、
天
王

寺
、
福
島
）
が
６
カ
月
限
定
の
試
験
的
な
施
設
と

し
て
開
設
さ
れ
、
同
年
８
月
に
米
騒
動
が
起
こ
っ

て
公
設
市
場
の
存
在
価
値
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

翌
年
、
恒
久
的
な
施
設
と
し
て
本
庄
公
設
市
場
が

設
立
さ
れ
た
。

そ
の
と
き
、
理
由
は
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
大
阪

市
よ
り
八
咫
烏
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
寄
贈
さ
れ
、
市

場
入
口
の
フ
ァ
サ
ー
ド
に
飾
ら
れ
た
。

当
初
は
40
店
舗
ほ
ど
で
営
業
開
始
。
営
業
種
目
は

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
て
、
米
・
麦
・
雑
穀
・
味
噌
・

塩
・
醤
油
・
和
洋
酒
・
青
物
・
内
外
蔬
菜
類
（
野

菜
）・
乾
物
・
缶
詰
類
・
生
魚
・
川
魚
・
塩
干
魚
・

漬
物
類
・
豆
腐
・
油
揚
・
蒟
蒻
・
砂
糖
・
牛
肉
・

豚
肉
・
鶏
肉
・
鶏
卵
・
蒲
鉾
・
天
ぷ
ら
・
竹
輪
・

茶
・
和
洋
菓
子
類
・
パ
ン
・
内
外
果
物
・
饂
飩
・

煮
豆
・
佃
煮
・
田
麩
・
漬
豆
・
餅
・
饅
頭
・
薪
炭
・

荒
物
・
瀬
戸
物
・
金
物
・
道
具
類
・
呉
服
・
洋
反

物
・
衣
服
・
糸
・
綿
・
メ
リ
ヤ
ス
雑
貨
類
・
紙
文
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聞
き
手
・
書
き
手
／
秋
山
暁
子

梅
田
東
子
ど
も
会
会
長

濵
田
陽
子
さ
ん

陽
子
さ
ん
、
息
子
さ
ん
が
菅
南
幼
稚
園
に
通
っ
て

い
た
縁
で
、
天
神
祭
の
「
鳳
講
」
と
も
ご
縁
が
つ

な
が
り
、
鳳
講
の
北
新
地
巡
業
で
は
、「
熟
女
神

輿
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
練
り
歩
い
て
い
ま
す
。

「
今
で
は
参
加
者
が
増
え
た
け
ど
、
最
初
は
菅
南

幼
稚
園
の
こ
ろ
の
メ
ン
バ
ー
５
人
く
ら
い
だ
っ
た

か
な
。
下
に
は
年
齢
制
限
を
つ
く
ら
な
い
と
ね
。

だ
っ
て
ギ
ャ
ル
み
こ
し
が
あ
る
か
ら
ね
。
で
も
、

上
に
は
制
限
な
い
で
す
よ
。
私
た
ち
は
熟
女
が
売

り
よ
！
っ
て
言
っ
て
る
の
」。

盆
踊
り
も
大
好
き
。
梅
田
東
地
域
の
女
性
会
の
み

な
さ
ん
と
各
地
域
で
踊
る
前
か
ら
、
自
前
の
浴
衣

を
着
て
あ
ち
こ
ち
の
夏
祭
り
に
出
か
け
て
踊
っ
て

い
た
陽
子
さ
ん
。
自
前
の
浴
衣
が
、
い
つ
し
か
女

性
会
の
浴
衣
に
変
わ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

扇
町
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
た
り
、
梅
田

東
子
ど
も
会
の
会
長
を
し
た
り
し
な
が
ら
、
子
ど

も
を
中
心
に
地
域
活
動
に
入
っ
て
い
っ
た
陽
子
さ

ん
で
す
が
、
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
に
越
し
て
く
る

人
た
ち
の
顔
が
見
え
な
い
と
感
じ
て
い
る
よ
う
で

す
。
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
に
も
地
域
活
動
の
チ
ラ

シ
を
張
っ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
す
る
も
の
の
、
ほ

ぼ
Ｎ
Ｇ
。
情
報
を
届
け
る
の
に
も
苦
戦
し
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
選
挙
を
手
伝
っ
た
と
き

に
、
こ
の
地
域
に
は
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
子
育
て

層
が
住
ん
で
い
る
の
か
と
び
っ
く
り
し
た
の
。
で

も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
は
閉
鎖
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
。
地
域
か
ら
投
票
所
が
無
く
な
っ
た
か
ら
、

ま
た
顔
が
見
え
な
く
な
る
と
思
う
と
、
残
念
」。

心
が
モ
ヤ
モ
ヤ
す
る
と
き
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。「
頭

が
す
っ
き
り
す
る
か
ら
。Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
引
き
受

け
て
い
た
と
き
は
、
毎
朝
走
っ
て
た
よ
」。

毎
月
、
み
ん
な
で
本
を
持
ち
寄
っ
て
会
話
を
楽
し

む
「
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
　
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ（
ブ
ッ
ク
ス
ワ
ッ
プ
）」

と
い
う
活
動
を
続
け
て
い
る
陽
子
さ
ん
。
も
ち
ろ

ん
、
本
を
読
む
の
も
大
好
き
。
ど
ん
な
本
が
好
き

で
す
か
？
「
何
周
も
ま
わ
っ
て
、
再
び
、
吉
本
ば

な
な
！
　
今
、
吉
本
ば
な
な
に
引
か
れ
る
の
は
、

昔
を
懐
か
し
ん
で
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
な
。

物
語
に
浸
っ
て
い
る
と
、
気
持
ち
が
落
ち
着
く
の
。

た
だ
、
若
い
Ｏ
Ｌ
さ
ん
み
た
い
で
照
れ
く
さ
い
な

（
笑
）」。

陽
子
さ
ん
と
い
え
ば
、
梅
田
東
地
域
で
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
の
音
楽
シ
ー
ン
で
、
丈
達
会
長
と
の

同
級
生
ユ
ニ
ッ
ト
「
ひ
ろ
し
＆
ヨ
ー
コ
」
で
歌
い

上
げ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。「
最
初
は
、
梅
田

東
バ
ン
ド
を
つ
く
っ
て
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い

こ
う
っ
て
。
で
も
、
歌
っ
て
く
れ
る
若
い
世
代
に

ど
ん
ど
ん
譲
っ
て
い
っ
て
、
み
ん
な
に
地
域
に
か

か
わ
っ
て
ほ
し
い
で
し
ょ
」
と
以
前
に
も
陽
子
さ

ん
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
気
が
し
ま
す
。「
地

域
で
歌
う
と
き
は
、
年
齢
層
を
見
な
が
ら
、
み
ん

な
が
楽
し
め
る
曲
を
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
な

〜
」。

梅
田
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
毎
月
第
３
水
曜
日

の
夜
に
開
催
さ
れ
る
「
な
の
は
な
カ
フ
ェ
」
で
は
、

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
う
こ
と
も
。
音
楽
で
人
の
輪

が
つ
な
が
り
ま
す
。

中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
梅
田
東
地
域
に
住
み
、
梅
田

東
地
域
で
子
育
て
を
し
、
梅
田
東
地
域
に
昔
か
ら

住
ん
で
い
る
地
の
人
と
も
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
梅
田
東
地
域
は
大
阪
の
都
心
の
ど

真
ん
な
か
、
次
々
と
新
し
い
建
物
が
で
き
、
新
し

い
人
が
や
っ
て
来
る
…
変
化
が
目
ま
ぐ
る
し
い
ま

ち
で
す
。「
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
ま
ち
だ
か
ら
。

『
東
梅
田
』
な
の
か
『
梅
田
東
』
な
の
か
、
分
か

ら
な
い
人
も
増
え
て
る
し
」
と
陽
子
さ
ん
。
梅
田

エ
リ
ア
で
は
今
、
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
を
は
じ

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
順
次
開
業
し
て
い

ま
す
。
梅
田
東
地
域
に
も
「
大
梅
田
」
が
押
し
寄

せ
て
き
て
い
る
と
感
じ
る
そ
う
で
す
。

か
つ
て
の
梅
田
東
地
域
に
は
、
菜
の
花
畑
が
広

が
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
数
年
前
か
ら
、

菜
の
花
と
音
楽
で
地
域
を
盛
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

菜
の
花
と
音
楽
で
、
地
域
で
暮
ら
す
人
々
が
つ
な

が
り
、
そ
し
て
新
し
い
人
も
巻
き
込
ん
で
い
く
、

そ
ん
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
変
化
も
受
け
入
れ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
か

も
し
れ
な
い
け
ど
、
名
前
っ
て
本
当
に
大
事
だ
と

思
う
か
ら
、『
梅
田
東
』
と
い
う
名
前
は
こ
だ
わ
っ

て
残
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
る
」
と
陽
子
さ
ん

の
声
に
力
が
入
り
ま
し
た
。

陽
子
さ
ん
が
今
や
り
た
い
こ
と
っ
て
な
ん
だ
ろ

う
？
　「
私
、
も
う
一
回
ち
ゃ
ん
と
、
着
物
・
礼

法
を
学
び
た
い
の
ね
」。
東
京
で
出
合
っ
た
着
物

と
礼
法
。
大
阪
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
着
物
と
礼
法

の
学
校
で
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
学
び
続
け
ま
し

た
。「
今
思
い
返
し
て
も
、
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ

ん
」。
着
付
け
だ
け
で
な
く
、
立
ち
居
振
る
舞
い
、

作
法
、
二
十
四
節
気
の
こ
と
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を

学
ん
だ
と
い
う
陽
子
さ
ん
。「
着
物
は
日
本
の
気

候
風
土
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
。
風
情
あ
る

た
た
ず
ま
い
は
、
そ
ん
な
日
本
文
化
を
継
承
し
て

い
ま
す
よ
ね
。
着
物
に
向
き
合
い
袖
を
通
す
た
び

に
、
着
物
に
育
て
ら
れ
る
ん
だ
な
ぁ
と
感
じ
、
と

て
も
穏
や
か
な
気
持
ち
に
な
る
ん
で
す
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
側
に
な
り
た
い
な
」。

最
後
に
、
北
区
の
魅
力
を
。「
北
区
の
魅
力
は
、

お
祭
り
が
多
い
こ
と
だ
と
思
う
。
天
神
祭
や
お
初

天
神
の
夏
祭
り
も
そ
う
だ
し
、
地
域
の
祭
り
も
た

く
さ
ん
あ
っ
て
。
そ
ん
な
楽
し
い
こ
と
、
そ
ん

じ
ょ
そ
こ
ら
に
転
が
っ
て
な
い
じ
ゃ
な
い
？
　
子

ど
も
た
ち
に
、
大
人
が
本
気
で
楽
し
ん
で
い
る
姿

を
見
せ
る
こ
と
で
、
楽
し
み
っ
て
自
分
か
ら
見
つ

け
に
い
く
も
の
な
ん
だ
、
大
人
に
な
る
っ
て
ま
ん

ざ
ら
で
も
な
い
な
っ
て
思
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ

う
思
え
た
ら
、
毎
日
の
な
ん
で
も
な
い
生
活
に
た

く
さ
ん
の
笑
顔
が
生
ま
れ
ま
す
よ
ね
」。（
終
）

毎
年
、
夏
に
な
る
と
北
区
は
「
祭
り
」
そ
し
て

「
盆
踊
り
」
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
す
。
北
区
の
各

地
域
の
女
性
会
の
み
な
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
揃
い

の
浴
衣
で
盆
踊
り
。
毎
週
末
、
各
会
場
を
訪
れ
て

は
踊
り
、
や
ぐ
ら
に
も
上
が
り
、
祭
り
を
大
い
に

盛
り
上
げ
ま
す
。
そ
ん
な
熱
気
を
人
一
倍
楽
し
ん

で
い
る
人
…
そ
れ
が
陽
子
さ
ん
！

梅
田
東
地
域
で
開
催
さ
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
地
域
活

動
を
の
ぞ
く
と
、
た
い
て
い
陽
子
さ
ん
が
「
い

ら
っ
し
ゃ
ー
い
」
と
笑
顔
で
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

陽
子
さ
ん
の
笑
顔
で
「
あ
、
今
日
も
私
の
居
場
所

が
あ
る
」
と
ホ
ッ
と
す
る
の
で
す
。
陽
子
さ
ん
の

周
り
で
は
、
お
子
さ
ん
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
、

み
な
さ
ん
あ
た
た
か
い
空
気
に
包
ま
れ
て
安
心
し

て
過
ご
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
を
包
み
込
ん
で
く

れ
る
陽
子
さ
ん
で
す
が
、
と
き
に
は
マ
イ
ク
を

持
っ
て
歌
い
ま
す
。
イ
エ
ー
イ
と
盛
り
上
げ
る
こ

と
も
あ
れ
ば
、
し
っ
と
り
歌
い
上
げ
る
こ
と
も
。

明
る
く
て
、
優
し
く
て
、
気
配
り
名
人
…
私
に

と
っ
て
は
褒
め
る
と
こ
し
か
な
い
、
大
好
き
な
陽

子
さ
ん
は
ど
う
や
っ
て
誕
生
し
た
の
か
。
ラ
イ

タ
ー
特
権
♡
と
思
い
な
が
ら
、
陽
子
さ
ん
の
人
生

を
掘
り
下
げ
て
み
ま
し
た
。

「
私
ね
、
男
の
子
に
間
違
え
ら
れ
る
よ
う
な
子
だ
っ

た
の
よ
ね
」
と
陽
子
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
、
き
れ
い

な
お
姉
さ
ま
♡
と
見
つ
め
て
き
た
私
と
し
て
は
、

衝
撃
の
ひ
と
言
で
す
。「
１
つ
年
下
の
弟
が
野
球

を
し
て
い
た
か
ら
か
な
？
　
友
達
と
お
人
形
遊
び

を
す
る
よ
り
も
、
公
園
で
野
球
や
缶
蹴
り
を
し
て

遊
ぶ
の
が
好
き
だ
っ
た
な
。
声
も
ハ
ス
キ
ー
で
。

髪
は
…
シ
ョ
ー
ト
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
け
ど
、

ス
カ
ー
ト
な
ん
て
履
い
て
な
か
っ
た
の
ね
」。

そ
ん
な
陽
子
さ
ん
は
、
小
学
校
で
は
鼓
笛
隊
に

入
っ
て
い
た
そ
う
。
鼓
笛
隊
で
は
な
に
を
演
奏
さ

れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
？

「
小
太
鼓
！
　
本
当
は
指
揮
者
が
し
た
か
っ
た
け

ど
、
言
い
出
せ
な
い
タ
イ
プ
だ
っ
た
の
ね
、
私
。

で
も
、
何
十
人
も
や
っ
て
い
る
リ
コ
ー
ダ
ー
は
嫌

な
わ
け
。
だ
か
ら
、
６
人
だ
け
が
で
き
る
小
太
鼓

を
や
り
た
い
と
言
う
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
。
そ
う
、

関
根
勤
く
ら
い
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
い
い
と
思
っ
て

て
（
笑
）」

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
音
楽
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す

ね
。
お
父
さ
ん
が
ギ
タ
ー
を
弾
い
て
い
る
の
を
見

て
い
て
、
楽
譜
は
読
め
な
い
け
ど
、
ま
ね
を
し
て

弾
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

い
つ
、
梅
田
東
地
域
に
来
ら
れ
た
の
か
。

「
そ
れ
は
、
よ
く
覚
え
て
る
の
」
と
陽
子
さ
ん
。

「
私
が
中
学
生
に
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
実
家
の

引
っ
越
し
が
決
ま
っ
て
。
吹
田
か
千
里
あ
た
り
の

環
境
の
い
い
と
こ
ろ
に
家
を
買
お
う
っ
て
い
う
話

に
な
っ
て
、
家
族
み
ん
な
で
見
に
行
っ
た
ん
だ
け

ど
、
な
か
な
か
決
ま
ら
な
く
て
。
父
の
車
で
千
里

か
ら
帰
る
途
中
、
梅
田
を
通
っ
た
と
き
に
、
ち
ょ

う
ど
今
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
で
き
て
い
る
の
が
見
え

て
。
あ
そ
こ
に
住
も
う
！
っ
て
話
に
な
っ
た
の
よ

ね
」。

梅
田
東
地
域
に
引
っ
越
し
て
き
た
陽
子
さ
ん
。

通
っ
て
い
た
中
学
校
は
北
稜
中
学
校
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
当
時
は
、
滝
川
・
堀
川
地
域
に
加
え
て
、

梅
田
東
地
域
か
ら
も
北
稜
中
学
校
に
通
っ
て
い
た

と
の
こ
と
。
結
構
遠
く
な
い
で
す
か
？

「
遠
か
っ
た
〜
！
　
Ｊ
Ｒ
で
通
っ
て
い
た
な
。
桜

ノ
宮
駅
か
ら
歩
い
て
。
北
稜
中
に
通
っ
て
い
た
か

ら
、
今
で
も
滝
川
や
堀
川
の
人
と
つ
な
が
り
が
あ

る
の
よ
ね
」。

偶
然
に
も
、
梅
田
東
地
域
活
動
協
議
会
の
丈
達
裕

士
会
長
は
、
北
稜
中
学
校
の
同
級
生
な
ん
だ
そ
う

で
す
。
丈
達
会
長
が
ギ
タ
ー
を
弾
き
、
陽
子
さ
ん

が
歌
う
…
梅
田
東
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
行
く
と
、

そ
ん
な
２
人
を
し
ば
し
ば
見
か
け
ま
す
が
、
当
時

の
２
人
は
そ
ん
な
未
来
を
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ

た
だ
ろ
う
な
〜
と
想
像
し
な
が
ら
、
そ
う
い
え
ば

…
と
、
こ
れ
ま
で
１
度
も
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ

た
ご
主
人
の
こ
と
を
た
ず
ね
て
み
ま
し
た
。

「
出
会
い
は
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
の
同
僚
の
結
婚
式
の

２
次
会
で
し
た
よ
」。
結
婚
前
に
東
京
で
の
勤
務

が
決
ま
り
、
結
婚
後
は
陽
子
さ
ん
も
東
京
へ
。

慣
れ
な
い
東
京
で
の
生
活
の
な
か
で
出
合
っ
た
の

が
、
着
物
と
礼
法
。
陽
子
さ
ん
の
し
な
や
か
で
美

し
い
し
ぐ
さ
は
、
そ
ん
な
学
び
が
元
に
な
っ
て
い

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

「
大
阪
に
帰
っ
て
く
る
と
き
、
梅
田
っ
て
便
利
だ
し
、

実
家
の
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
め
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
調
べ
た
ら
、
ち
ょ
う
ど
空
き
部
屋
が
見
つ

か
っ
て
」。
陽
子
さ
ん
、
再
び
梅
田
東
地
域
に
戻
っ

て
き
ま
し
た
。

「
息
子
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
変
わ
っ

た
な
」
と
陽
子
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

息
子
さ
ん
は
菅
南
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
菅
南
幼
稚
園
で
は
、
園
の
行
事
が
そ
の
ま
ま

地
域
の
行
事
に
な
っ
て
い
て
、「
菅
南
・
西
天
満

ま
つ
り
」
で
は
、
保
護
者
が
み
ん
な
で
お
手
伝
い

に
励
み
、
楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
み
な
さ
ん
と
か

か
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
天
神
祭
で
み
こ
し
を
担
ぐ

の
も
園
の
行
事
。
天
満
宮
を
中
心
に
地
域
が
グ
ッ

と
ま
と
ま
っ
て
い
た
と
感
じ
た
陽
子
さ
ん
。
保
護

者
と
し
て
参
加
し
な
が
ら
、
地
域
と
か
か
わ
る
っ

て
楽
し
い
！
と
思
っ
た
そ
う
。

そ
の
後
の
い
ち
時
期
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
暮
ら
す

こ
と
に
な
っ
た
濵
田
一
家
で
す
が
、
陽
子
さ
ん
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
子
育
て
で
衝
撃
を
受
け
ま
す
。

「
あ
る
日
、
同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
た
老

夫
婦
に
、
子
ど
も
は
元
気
な
の
か
？
　
病
気
で
は

な
い
の
か
？
っ
て
心
配
さ
れ
て
。
な
ん
で
で
す

か
？
っ
て
聞
い
た
ら
、
大
き
な
音
や
走
り
ま
わ
る

音
が
し
な
い
か
ら
、
具
合
で
も
悪
い
の
か
な
？
っ

て
心
配
さ
れ
て
た
の
。
電
車
の
な
か
で
泣
い
て
い

る
子
ど
も
が
い
た
ら
、
み
ん
な
が
あ
や
し
て
く
れ

る
。
子
ど
も
な
ん
だ
か
ら
、
う
る
さ
く
て
あ
た
り

ま
え
、
元
気
で
よ
ろ
し
い
、
っ
て
ね
。
心
の
ス

ケ
ー
ル
が
違
う
な
、
と
思
っ
た
な
」。

と
に
か
く
居
心
地
が
良
か
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
生

活
。
日
本
に
帰
っ
て
き
た
と
き
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
比
べ
た
ら
、
子
育
て
っ
て
な
か
な
か
厳
し
い
な
、

と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

「
仲
良
し
こ
よ
し
じ
ゃ
な
く
て
も
い
い
か
ら
、
あ

い
さ
つ
し
合
え
る
関
係
を
つ
く
り
た
い
っ
て
思
っ

た
の
。
ピ
ア
ノ
の
練
習
を
し
て
い
る
音
が
聞
こ
え

て
き
た
ら
、
発
表
会
が
近
い
の
か
な
？
っ
て
思
え

る
じ
ゃ
な
い
。
走
り
ま
わ
る
足
音
が
し
た
ら
、
あ

〜
、
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
の
に
、
走
れ
る
く
ら
い
成

長
し
た
ん
だ
っ
て
思
え
る
で
し
ょ
？
　
あ
い
さ
つ

し
合
う
関
係
に
な
れ
ば
、
そ
ん
な
ふ
う
に
捉
え
方

が
変
わ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
」。

そ
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ほ
う
が
、
子
育
て
を
し

て
い
る
人
だ
け
で
な
く
み
ん
な
が
気
持
ち
い
い
、

と
い
う
の
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
実
感
し
た
こ
と
で

し
た
。

「
あ
の
と
き
は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
環
境
く
ら
い
、

自
分
で
変
え
ら
れ
る
わ
！
っ
て
、
根
拠
の
な
い
自

信
が
あ
っ
た
な
」
と
陽
子
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
あ
い
さ
つ
か
ら
。
息
子
さ
ん
に
も
、「
相

手
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
あ
い
さ
つ
し
よ
う
ね
。
あ

い
さ
つ
す
る
と
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
る
か
ら
ね
。

だ
か
ら
ち
ゃ
ん
と
あ
い
さ
つ
し
に
行
こ
う
か
」
と
、

い
つ
も
促
し
て
い
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
み
ん
な
で
集

ま
ろ
う
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
し
よ
う
、
と
そ
ん
な

声
が
湧
き
上
が
る
よ
う
に
。
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
は

じ
め
た
と
き
に
は
、
ご
主
人
も
「
た
こ
焼
き
担
当

す
る
わ
〜
」
と
名
乗
り
出
て
楽
し
ん
で
い
た
そ
う

で
す
。

関
根
勤
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
狙
い
!?

北
稜
中
学
校
に
入
学

お
祭
り
、
大
好
き
♡

自
分
が
住
む
環
境
く
ら
い
、

自
分
で
変
え
る
！

「
梅
田
東
」
を
大
切
に

彼
女

キ
タ

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

キ
タ

と

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

の

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

第
二
十
五
回

第
二
十
五
回

お
祭
り
が
多
い
の
は
大
事

大
人
が
は
し
ゃ
い
で
る
と

子
ど
も
た
ち
も
夢
を
持
て
る

聞
き
手
・
書
き
手
／
秋
山
暁
子
　
撮
影
／
西
野
仁
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